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平成 26 年第４回 津別町議会定例会会議録 

  
招集通知  平成 26 年  ６月 11 日 

 

場  所  津別町議会議事堂 
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議  長  鹿 中 順 一 

 

副 議 長  篠 原 眞稚子 

 

議員の応召、出席状況 

議席

番号 
氏   名 

応 召不応召 出席 

状況 

議席 

番号 
氏   名 

応 召不応召 出席 

状況 

１ 佐 藤 久 哉 ○ ○ ６ 藤 原 英 男 ○ ○ 

２ 白 馬 康 進 ○ ○ ７ 山 内   彬 ○ ○ 

３ 村 田 政 義 ○ ○ ８ 谷 川 忠 雄 ○ ○ 

４ 乃 村 吉 春 ○ ○ ９ 篠 原 眞稚子 ○ ○ 

５ 茂呂竹 裕 子 ○ ○ １０ 鹿 中 順 一 ○ ○ 
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地方自治法第 121 条第１項の規定により説明のため出席した者の職氏名 

（イ）執行機関の長等 

職   名 氏   名 出 欠 職   名 氏   名 出 欠 

町 長 佐 藤 多 一 ○ 監 査 委 員 藤 村  勝 ○ 農業委員会委員長   選挙管理委員会委員長   教育委員会委員長      

 

（ロ）委任または嘱託 

職   名 氏   名 出 欠 職   名 氏   名 出 欠 

副 町 長 佐 藤 正 敏 ○ 教 育 長 林  伸 行 ○ 

総 務 課 長 竹 俣 信 行 ○ 生 涯 学 習 課 長 伊 藤  同 ○ 

総 務 課 主 幹 齊 藤 昭 一 ○ 生涯学習課主幹 藤 原 勝 美 ○ 

住 民 企 画 課 長 小 野 寺 祥 裕 〇 学校給食センター主幹 佐 藤 美 則 ○ 

住民企画課参事 江 草 智 行 ○ 農 業 委 員 会 事 務 局 長 深 田 知 明 ○ 

住民企画課主幹 伊 藤 泰 広 ○ 選 挙 管 理 委 員 会 局 長 竹 俣 信 行 ○ 

保 健 福 祉 課 長 石 川  篤 ○ 選 挙 管 理 委 員 会 次 長 齊 藤 昭 一 ○ 

保健福祉課主幹 五 十 嵐 正 美 ○ 監査委員事務局長 川 口 昌 志 ○ 

産 業 振 興 課 長 深 田 知 明 ○ 
  

○ 

産業振興課参事 横 山  智 ○    

産業振興課参事 小 南 雅 誉 ○    

建 設 課 長 松 橋 正 樹 ○    

建 設 課 主 幹 金 野 茂 幸 ○    

建 設 課 主 幹 竹 内 秀 行 ○    

会 計 管 理 者 房 田 敏 彦 ○    総務課庶務担当主査 近 野 幸 彦 ○    住民企画課財政担当主査 青 柳 朋 幸 ○    

   
会議の事務に従事した者の職氏名 

職   名 氏   名 出 欠 職   名 氏   名 出 欠 

事 務 局 長 川 口 昌 志 ○ 事務局臨時職員 安 瀬 貴 子 ○ 

事 務 局 主 査 小 泉 政 敏 ○    
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会 議 に 付 し た 事 件 

 

日程 区分 番号 件        名 顛    末 

１   会議録署名議員の指名 

５番 茂呂竹裕子 

 

６番 藤原 英男 

２   会期の決定 

自６月 19 日 

２日間 

至６月 20 日 

３   諸般の報告 

 

４   行政報告 

 

５   一般質問 

 

６ 議案 ５２ 
津別町税条例の一部を改正する条例の制

定について 

 

７ 〃 ５３ 
協定の締結の議決事項の変更について

（津別町旭町団地買取事業） 

 

８ 〃 ５４ 
北海道市町村総合事務組合規約の変更に

ついて 

 

９ 〃 ５５ 
北海道町村議会議員公務災害補償等組合

規約の変更について 

 

１０ 〃 ５６ 
平成 26 年度津別町一般会計補正予算（第

２号）について 

 

１１ 〃 ５７ 
平成26年度津別町国民健康保険事業特別

会計補正予算（第１号）について 

 

１２ 〃 ５８ 
平成26年度津別町介護保険事業特別会計

補正予算（第１号）について 
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日程 区分 番号 件        名 顛    末 

１３ 議案 ５９ 
平成26年度津別町下水道事業特別会計補

正予算（第１号）について 

 

１４ 〃 ６０ 
平成26年度津別町簡易水道事業特別会計

補正予算（第１号）について 
 

１５ 〃 ６１ 
平成26年度津別町上水道事業会計補正予

算（第２号）について 

 

１６ 報告 ７ 
繰越明許費の繰越しについて（津別町一

般会計） 

 

１７ 〃 ８ 
事故繰越しの繰越しについて（津別町一

般会計） 

 

１８ 〃 ９ 
株式会社津別町振興公社の経営状況につ

いて 

 

１９ 〃 １０ 
株式会社相生振興公社の経営状況につい

て 

 

２０ 〃 １１ 
例月出納検査の報告について（平成 25 年

度４月分、平成 26 年度４月分） 
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（午前 10時 00 分） 

    ◎開会の宣告 

○議長（鹿中順一君） おはようございます。 

ただいまの出席議員は全員であります。 

ただいまから平成 26年第４回津別町議会定例会を開会します。 

 

    ◎開議の宣告 

○議長（鹿中順一君） これから本日の会議を開きます。 

本日の会議に付する議案は、お手元に配付のとおりです。 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（鹿中順一君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第 125条の規定により、議長において 

５番 茂呂竹 裕 子 さん    ６番 藤 原 英 男 君 

の両名を指名します。 

 

◎会期の決定 

○議長（鹿中順一君） 日程第２、会期の決定を議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、本日から６月 20日までの２日間にしたいと思い

ます。 

 これにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は本日から６月 20日までの２日間に決定しました。 

 

    ◎諸般の報告 

○議長（鹿中順一君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

 事務局長に報告させます。 
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○事務局長（川口昌志君） これから諸般の報告を申し上げます。 

 本日の議事日程につきましては、お手元に配付してあります日程表のとおりであり

ます。 

 本日の会議に説明のため出席する者の職、氏名は一覧表としてお手元に配付してい

るとおりでありますが、職務の都合により一部に異動がある場合がありますことをご

了承願います。 

 前議会からの本日までの議会の動向につきましては、お手元に配付しているとおり

であります。 

 以上でございます。 

○議長（鹿中順一君） これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎行政報告 

○議長（鹿中順一君） 日程第４、行政報告を行います。 

 町長から行政報告に関して発言の申し出がありますので、これを許します。 

 町長。 

○町長（佐藤多一君） 〔登壇〕 おはようございます。 

 本日ここに第４回定例議会を招集いたしましたところ、議員各位には極めてご多忙

のところご出席賜り厚くお礼申し上げます。ただいま発言のお許しをいただきました

ので、第３回臨時議会後の行政報告を申し上げます。 

 はじめに寄附についてでありますが、５月 27 日、津別ライオンズクラブ 50 周年を

記念して会長 功様より21世紀の森整備事業のために250万円のご寄附をいただい

たところであります。ご厚志に深く感謝を申し上げますとともに、ご趣旨に沿って有

益に使用させていただく所存であります。 

 次に、道州制についてでありますが、今国会において政権公約としてきた道州制が

「道州制国民会議の設置等に関する法律」として提出される動きがあったことから５

月 24日、札幌市において北海道町村会と北海道議長会の共催により「道州制を考える

緊急集会」が開催され出席いたしました。道州制は、新たな市町村合併につながると

して全道 144 町村のうち、既に津別町を含む 124 の町村議会において反対決議がされ
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ており、自民党内の道州制推進本部の会合においても慎重意見が相次いだことから、

今国会での法案提出は見送られたところです。しかし、次期国会に提出される動きも

あることから今後ともこの動向を注視してまいります。 

 次に、阿寒国立公園指定 80 周年記念シンポジウムについてでありますが、５月 26

日、昭和９年 12月４日に阿寒湖周辺が国立公園に指定され、80周年を迎えたことから

釧路市、弟子屈町、足寄町、美幌町、津別町及びそれぞれの観光協会を含む 10団体で

構成する阿寒国立公園広域観光協議会と環境省釧路自然環境事務所の共催により、阿

寒湖畔において 300 名を超える方たちが参加して開催されました。このシンポジウム

を機に広域連携を深め、国立公園と周辺エリアに新たな魅力を創出して、国内外に発

信し、公園の利用向上と交流拡大、滞在型観光地化を進め、関係市町の地域経済と雇

用の再生を図ることが確認されたところです。オホーツク圏に所属する津別町ですが、

自然豊かな阿寒、摩周、屈斜路を取り巻くメンバーであることを改めて感じたところ

であります。 

 次に、認定こども園についてでありますが、５月 28日付で北海道より事業内示があ

ったことから、翌 29 日付で指令前着手届を北海道に提出いたしました。この事業内示

を受け、社会福祉法人夢つべつの法人認可申請が行われ、６月２日付で北海道知事よ

り認可が下り、翌日法人登記がされたところです。これにより６月４日に第１回評議

員会議と理事会が開催され、理事長に阿部博道氏、理事長職務代理者に青木英昭氏、

理事として相澤誠氏、中山美登里氏、松平百合子氏、河本玲奈氏、長良英俊氏、が選

任され、監事には新鞍忠信氏と水上隆氏が選任されました。 

６月 16 日には施設建設の入札が執行され、同日理事会が開催され建築主体工事は津

別・特定建設工事共同企業体、電気設備工事はエスケー・岡本特定建設工事共同企

業体、機械設備工事は北辰・土田特定建設工事共同企業体と契約することが承認され

たところです。なお、外構工事につきましては６月 27日に入札が予定されています。 

 次に、町内企業への訪問についてでありますが、６月 10日より町内の主な企業の経

営状況や消費税増税後の影響などについて、順次訪問し聞き取りを行っているところ

ですが、ほとんどの企業において従業員の確保に苦慮していることがわかりました。

パート従業員の確保ばかりでなく、総体的に社員が高齢化しているため、将来を見据
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えた正社員の確保を進めようとしていますが、ハローワークを通して公募するもほと

んど応募がない状況にあります。中には外国人の採用を検討する企業も複数ありまし

たが、今後、行政においては町内の未就労者とのマッチングや住宅の確保について検

討する必要を感じたところです。 

 次に、殉公者追悼式についてでありますが、６月 15日、新緑さわやかな平和の碑広

場におきまして、戦没者のご遺族をはじめ、ご来賓、関係者など 64名のご臨席をいた

だき厳粛のうちに追悼式を執り行いました。今なお、世界に戦火のやむ日はなく、大

戦から学んだ尊い教訓を語り継ぎ、参列された皆さまとともに平和への誓いを新たに

したところであります。 

 次に、大地と海をつなぐ植樹についてでありますが、６月 16 日、「豊かな自然を残

すために」を合言葉に、「農業と漁業の持続的発展に向けた宣言」に基づき、関係者 120

名が津別川と網走川合流地点の左岸において、大地と海をつなぐ植樹が行われました。

今年は網走川流域にある四つのＪＡ、網走漁協、西網走漁協、網走開発建設部、オホ

ーツク総合振興局、網走森林組合、自治体等 17 団体が参加し、河畔林として広葉樹の

苗木 225本を植樹したところですが、農業と漁業の連携と流域産業の活性化を目指し、

津別町もその役割をしっかり果たしてまいります。 

 次に、建設工事等の発注状況についてでありますが、６月 11日現在、一般土木工事

関係については旭町団地外構工事ほか７件、１億 3,757 万円（44.9％）、一般建築工事

関係については、体験交流施設渡り廊下新設工事ほか２件、2,413万8,000円（23.1％）、

上・下水道工事関係については、上水道事業量水器更新工事 243万円（1.5％）であり、

平成 26年度予算分について総額１億 6,413万 8,000円（27.2％）の発注率となってお

り、今後とも適時発注に努めてまいります。 

なお、今議会におきまして、条例改正、各会計補正予算等 10件の議案を提出いたし

ますので、慎重にご審議の上、原案にご協賛賜りますようお願い申し上げ行政報告と

いたします。 

 よろしくお願いいたします。 

〇議長（鹿中順一君） ただいまの行政報告に対し質疑を受けます。 

 ありませんか。 
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              （「なし」の声あり） 

〇議長（鹿中順一君） 以上で行政報告を終わります。 

 

◎一般質問 

〇議長（鹿中順一君） 日程第５、一般質問を行います。 

 平成 26年第２回定例会に引き続き、一問一答の趣向として１回目から一問一答方式

にて行います。一般質問の進め方については質問者は最前列の質問者席で、答弁者は

自席で行うこととします。質問が完結し、次の質問に移る場合は次の質問に移る旨の

発言をお願いします。次の質問に移った場合、先の質問には戻れませんのでご了承願

います。質問時間は答弁を含め 60分以内とし、反問権の行使があった場合は反問の時

間も含めて 90分以内とします。 

通告の順にしたがって順次質問を許します。 

 １番、佐藤久哉君。 

〇１番（佐藤久哉君） 〔登壇〕 議長のお許しをいただきましたので、先の通告の

とおり一般質問を行います。 

 最初に、大好きな町、津別のためにと決意され町長選に出馬され町長に就任以来、

町長は１期目には「あいさつをし合えるまち」、２期目には「美しくて、美味しいまち」

をスローガンに掲げ、津別町のかじ取りをされて以来７年半が経過いたしました。２

期目の任期も残すところ半年余りとなりました。振り返ればいろいろな思いがあった

かなというふうに拝察いたします。町長はもちろん残す任期を全うすべく、今後も政

務に全力を尽くされることと思いますが、来る 11月の町長選に３期目の出馬をされる

意向があるのかお聞きしたいと思います。 

〇議長（鹿中順一君） 町長。 

〇町長（佐藤多一君） ３期目の出馬ということでのご質問にお答えしたいと思いま

す。２期目の始まりにつきましては、町民の方 50名からなります第５次の津別町総合

計画策定審議会委員の皆さまが１年半にわたり議論し策定された総合計画を実行に移

していった年でありまして、以降、その計画に基づき財源を確保しながら一つ一つ事

業を今進めているところでございます。本年度は、この計画の前期５年が終了する年
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でありまして、一定の見直しを行い、後期５年計画をさらに豊富化していくこととし

ております。そうしたことから、答申を受けたこの総合計画に対しまして、町長とし

て責任を持って取り組むべきという考えを持っているところでありますが、これまで

の進めに対しましてご支援をいただいた方々ともご相談の上、しかるべき時期にご報

告させていただきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（鹿中順一君） 佐藤久哉君。 

〇１番（佐藤久哉君） 〔登壇〕 そういうお答えでありますから、これ以上お聞き

することはそうないのですけれども、やはり現在、町政を担っている責任ある立場で

ございますので、できるだけ速やかに進退をはっきりさせていただければありがたい

のかなというふうに思っています。もし具体的に、例えばいつごろまでには決めたい

というようなお考えがあればお聞きしたいと思います。なければ結構です。 

〇議長（鹿中順一君） 町長。 

〇町長（佐藤多一君） ２期目の出馬の際には６月の行政報告で出馬の意向をお伝え

させていただきました。今回、その６月議会になっているわけでございますけれども、

そう遠くないうちに態度を表明したいというふうに考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

〇議長（鹿中順一君） 佐藤久哉君。 

〇１番（佐藤久哉君） 〔登壇〕 ただいまの質問に関しては終了させていただきま

す。 

 次の質問に移りたいと思います。平成 21年３月に総合計画に先行して策定された津

別町住生活基本計画は、津別町の総合計画の住生活分野において基幹となる計画であ

り、住民の生活に直結している計画でもあります。計画策定から６年目にあたる今年

度は計画の見直しが予定されていますが、この間に町の住宅事情も変わり、現状では

特定公共賃貸住宅等の需要が増しているように思われます。ただ、足りないから建て

ればいいというものではありませんし、今後どのくらいの需要が続くのか、建設や取

り壊しの費用はどれぐらいになるかといったことも検討しなければならないと思いま

す。町としてどのように見直すつもりなのか考えをお聞きしたいと思います。 

〇議長（鹿中順一君） 町長。 
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〇町長（佐藤多一君） 二つ目のご質問でございます。住生活基本計画の見直しにつ

いてであります。津別町の住生活基本計画につきましては、老朽化が著しい公営住宅

の改善など、住宅行政の推進を目的といたしまして平成 21年３月に「歩いて暮らせる

木の住まいづくり」ということを基本理念に策定したものでありまして、総合計画と

整合性を図るため、計画期間を平成 21年度から平成 31年度の 11年間としたところで

ございます。 

さらにその後平成 23年３月には、住生活基本計画に定める公営住宅の役割を果たす

ため、予防保全型の維持管理を行い、公営住宅の長寿命化によるコスト縮減を図るこ

とを目的といたしまして津別町公営住宅等長寿命化計画を策定して、現在、住宅整備

を進めているところでございます。 

これまでの新築状況につきましては、平成 22年度から今年度完成予定のものを含め

ますと、まちなか団地に 38 戸、緑町第２団地に 14 戸、新町団地に４戸、たつみ第３

団地に６戸、旭町団地に 20戸の計 82戸でありまして、このうち町営住宅は 50戸、特

定公共賃貸住宅につきましては 32戸というふうになってございます。 

引き続き来年度は、残されていました旧営林署跡地が購入できることとなりました

ことから、まちなか団地として８戸の整備を予定しております。これをもってこの地

区の整備を終了するというふうに考えているところでございます。 

今年度は計画期間の中間年次にあたりますことから、社会経済動向や住宅事情を考

慮し、今後の整備の方向を計画的、総合的に展開していくため、計画の見直しを行う

こととしております。 

見直しにあたりましては、老朽化した町営住宅の移転建て替えと需要の高い特定公

共賃貸住宅、さらには高齢者専用住宅としての特定目的住宅やケア付き住宅の建設等

を検討することになりますが、入居状況、住民意向調査、統計調査資料などを参考に

いたしまして、住民ニーズに合った住宅整備計画の見直しを進めていこうとしており

ますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（鹿中順一君） 佐藤久哉君。 

〇１番（佐藤久哉君） 〔登壇〕 住生活基本計画につきましては、私自身もこの策

定委員会の委員長を務め大変思い入れのあるところであります。策定から６年経過い
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たしましたけれども、町長は１期目に計画づくりをされ２期目に実行されたものが多

いかと思いますが、特に私は住生活の施策に関しては大変評価をしております。町長

の仕事の中でも本当に１、２を争う良い施策ではないかなというふうに考えておりま

す。ただ、この６年間の間にやはり事情が変わってきて、先ほど 23 年に公営住宅の長

寿命化計画を行ったというふうに答弁されましたけれども、高栄団地のところも計画

の最初では取り壊しということだったのですけれども、こうしたように臨機応変な対

応をしてコスト削減を図ったということも私は大変評価しておりますが、ただ、私ど

もが今回の見直しにあたって一番かんがみなければいけないのが、計画当時も徐々に

増え始めていたのですけれども、町内の企業に大量に新入社員が入ってきたと。特に

津別町の主要産業であります丸玉産業さんに至っては６年間で 120 人の新入社員を採

ったということで、大変若い人の住む住宅が不足してきていると。私の調べた資料な

のですが、平成 17年の国調で津別町は人口 6,222人おりましたが、そのとき津別町で

働いていて北見市から通っている方が 228 人、美幌町から通っている方が 358 人、合

計 586人おりました。平成 22年の国調で津別町の人口は 5,646人、津別町で働いてい

て北見市から通っている方が 279 人、美幌町から通っている方が 318 人、網走と大空

合わせて 13人、計 610人と町外から通勤されている方が増えております。データ片方

しかないのですが住生活の基本計画の策定のときに、この人たちに将来津別町に住む

気があるかという問いを投げかけたところ、54％の人が津別町には住まないと、逆に

言うと 46％の人は津別町に住む可能性があるとのアンケートの回答をいただいており

ます。若干の誤差があっても、多分平成 22年度にも 40％を超える方が津別町に住む可

能性があるのではないかというふうに思っております。特に、先ほどの丸玉さんなん

かの場合は、現実に新入社員の方が住宅事情が悪くて北見から通っているという話も

漏れ聞いております。 

そうした意味では私は先ほどの回答の中でもありましたけれども、特優賃と申しま

すか特公賃、この部分を重点的に増やしていくべきだというふうに思うわけですけれ

ども、町長、その考えがズバリあるのかないのかお聞かせいただきたいと思います。 

〇議長（鹿中順一君） 町長。 

〇町長（佐藤多一君） 今議員からお話がありました国調のたびに町外から津別町に
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通って来られる方の数字というのが５年に１度出てまいります。その数字を今議員の

ほうからお話しされました。総合計でいきますと平成 17年の国調でいきますと、津別

町に町外から通って来られる方が 586人だったのが、平成 22年の国調では 610人とい

うことで 24人増えているということです。来年、また国勢調査がございますので新し

い数字が出てくるかというふうに思いますけれども、少しずつ増えてきているという

ことは、つまりここに住む条件が整っていないということの裏返しでもまた一方であ

るのかなというふうに思います。 

ご指摘の特賃住宅の需要が非常に高くて、まちなか団地に一番最初ですけれども４

戸ほど特賃をつくったわけですけれども、これに対して 17件の申し込みがあったとい

うことで、倍率は実に 4.25 倍というような状況になっておりますし、また平成 23 年

度には比較的大掛かりに緑町の第２団地と新町団地で特賃等をつくったわけですけれ

ども、この単身用につきましては、ここで両方で 12 戸つくったところ 21 件の申し込

みがあったということです、さらに昨年度の特賃総体でいきますと 11戸の単身の住宅

をつくったわけですけれども、32 件の応募があったということで倍率は約３倍という

ような状況になっています。こういう状況がまだしばらく続くだろうというふうに予

測しています。議員もご承知のように役場のほうも、ここ６年間ほどで 30人近い職員

を採用しておりますけれども、ほとんどが町外からの職員と、町外というのは津別町

に住宅を持って津別町で生まれて、そういう人たちではなくて、よそで生まれて育た

れた方が入ってきている、その住宅がなかなか確保できづらくなってきているという

のもありますし、丸玉さんの 120 人の例もございます。あるいは、これから建設され

るこども園の幼稚園の先生と、その住宅の確保もきっちり考えていかなくちゃなりま

せんし、あるいは最近できました小規模多機能ハウス、こういったところに働いてい

る方もほとんどが町外から通ってきていますので、こういう方たちの住宅の確保、い

ちいの園もそうです、民間移譲いたしましたけれども町営でやっているときよりも職

員数が多くなっておりますので、それも札幌から来られたりとかしておりますので、

そういった方たちの確保ということで、これ以降、今ちょうど中間年になりましたの

で、予定では 31年までにどこどこの団地に、どれを取り壊して、どれをどこに幾つ建

てるという計画は一覧表で載っているわけですけれども、どうもやはり独身住宅が不
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足しているということもありますので、ここに少し力点を置いた計画になっていくの

かなというふうに考えているところであります。 

 以上です。 

〇議長（鹿中順一君） １番、佐藤久哉君。 

〇１番（佐藤久哉君） 〔登壇〕 結論から先に申し上げますと、僕の先ほどの質問

にイエスと言っていただいたというふうにとらえたいというふうに思っております。 

 今町長に答弁の中でお話も出ましたけれども、役場の職員につきましても職員住宅

に関しては新たにつくらないという考えだったのですけれども、やはりこれも諸般の

事情でその方針を転換せざるを得なくなったと。これからも若い職員の採用があって、

当然退職者はみんな持ち家ですので、職員住宅が空くということはあまりないと思い

ます。職員住宅が空くということは、職員住宅を借りている職員が持ち家を建てると

いうこと以外に空きがないということであれば、現在、津別町の職員住宅が２戸空い

ているはずですけれども、来年何名か採用を予定されていて、その住宅の確保をどう

するんだと聞いたら、現在、幸町の職員住宅に入っている人たちを速やかに特賃に移

ってもらってあそこを確保してやると。採用するにあたって町があなたを採用するけ

ど、あなたの住宅を確保できないということにはならないと思うので、毎年そういう

悩みをつくるのであれば、やはり職員住宅についても適正な数を検討して、もし今後

建てる必要があるのであればきちっと建てていくべきではないかなというふうに思い

ますが、この辺についてはいかがなのでしょうか。 

〇議長（鹿中順一君） 町長。 

〇町長（佐藤多一君） 先ほど 82 戸公営住宅、それから特賃について平成 22 年度か

ら建てたというお話をさせていただきました。実はそれ以外にも職員住宅につきまし

ては今出ておりました幸町に４戸、それから校長住宅として教員住宅を１戸、25 年に

合わせて５つ建てているところです。それから以前ありました臨時交付金、３年ほど

続いたと思いますけれども、それを活用してひとり暮らしのお年寄りの方を対象とし

て低い家賃ということで特定目的住宅ということで旭町に６戸と、それから商工会の

入っている隣の本町の所に３戸つくったところであります。それら合わせると 96戸こ

れまでにつくってきているわけですけれども、それでも足りないという状況になって
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います。ただ、一方では非常に古くなっている住宅がたくさんこれまたありますので、

これは壊していくと。人口減少していますので同じ数字を確保すると、戸数を確保す

るということにはなりませんけれども、新しいものに随時建て替えをして住環境を整

備していきたいというふうに思っているところです。 

職員住宅も本来でいけば建てたい希望は正直ございます。しかし職員住宅、教員住

宅につきましては補助制度が全くございません。公営住宅、それから特賃住宅の部分

については、国の補助制度がありますので、それを対応して単純に言えば半分を補助

で半分自前で出すということですけれども、この職員住宅については全額自前になり

ますので、その辺でこの幸町の職員住宅を建てるときに議員の皆さまにもそういうこ

とになりますが、ひとつ何とかこういう事情でありますのでご理解をいただきたいと

いうことで４戸を建てさせていただきましたけれども、正直まだ足りないのは実情で

あります。また議員の各位の皆さまと委員会等でもお話をさせていただきながら可能

性についてご協議させていただければなというふうに思っておりますので、よろしく

お願いいたします。 

〇議長（鹿中順一君） 佐藤久哉君。 

〇１番（佐藤久哉君） 〔登壇〕 わかりました。今町長のほうから、その答弁の中

にひょっとすると民間の新築のアパートもできてくるので、そういうところの部分の

お話も職員住宅の確保については出るのかなと思いましたけど出ませんでしたので、

私のほうから民間の経営者、アパート経営、そうしたものをやる方を起業促進条例等

で掘り起こしていこうという施策を打たれました。ただ、やはり公営というか町営の

ものと家賃の差がどうしても出てくると思うのですよ、町の特公賃でいきますと１Ｌ

ＤＫで３万、２ＬＤＫで４万、３ＬＤＫで４万 7,000 円の現在の価格だと思いますけ

れども、やはりこの価格で民間の方が建てて、その家賃で経営するということは難し

いと思います。美幌町なんかもやっておりますけれども、例えば１ＬＤＫで３万町で

特公賃を貸しているとしたら、民間だったら４万もらわないとやっていけないのであ

れば、その１万円の差額を町が経営補助してやるようなことを施策として打っている

自治体もあるかと思いますが、そうしたことも検討課題になるかと思いますが、町長

いかがお考えでしょうか。 
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〇議長（鹿中順一君） 町長。 

〇町長（佐藤多一君） 民間の住宅につきましては、先ほど言いましたような住宅事

情に町があるものですから、これは行政だけが進めていってもなかなか追いつかない

事情にありました。そこで３割助成をしますということでアパート建設をされる方に

ついては、これをもってよろしくお願いしますといったところ、１個津別町から希望

が出てきたところであります。内容をお聞きしますと１ＬＤＫを２階建てにしまして

４つ、それから３ＬＤＫを２戸というふうに考えておられるようですけれども、最近

の津別の事情にかんがみて、果たして３Ｌが必要なのかどうなのかというところは建

築主も今考慮しているところでありますので、若干形態が変わってくる可能性もある

のかなというふうに考えているところです。 

その後、もう一つが希望を出されてきておりますので、少し緩和されてくるかなと

いうふうに思っています。その際も当然、公的な住宅との民間との差が出てくると思

いますけれども、現時点の中では建設費を助成しておりますので、その中で検討して、

なるべく公的な家賃に近づけていただくような形にお願いしたいなというふうに思っ

ているところです。これはまた建築主等と十分議論をしていく必要があるかなという

ふうに思っているところです。 

もう一つ、先ほどちょっと触れませんでしたけれども、実はこの特賃住宅につきま

しては、独身の部分につきましては少し年齢を上げましたけれども 50歳までの入居に

なってございます。それ以降は退去してもらうような形になりますので、それをそう

いうふうにしていくと、今度いずれこの形でずっと建設を続けていくと一人用の住宅、

これが将来的には余ってくる可能性も考えられますので、それらについては年齢制限

を上げるだとか、あるいは先ほどの特定目的住宅、高齢者の、そういったものに転用

していくだとか、そういうことも将来検討の中に入ってくるかなというふうに思って

おります。 

〇議長（鹿中順一君） 佐藤久哉君。 

〇１番（佐藤久哉君） 〔登壇〕 私も建設費用で家賃の差額分を埋められるかどう

かまではちょっと計算していなかったので、その辺については十分検討していただき

たいとしか今の段階ではお願いできないのかなというふうに思います。実は次に聞こ
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うと思っていたケア付きの住宅とか、それから介護付きの住宅の需要がこれから増え

てくると思うのですが、それについても今町長のほうからちょっとアイディアがあり

ましたように特公賃の１ＬＤＫが将来的に余ってくるのであれば、そうしたものを充

てていきたいというようなお話もありましたので、これにつきましては見直しの中で

また私もこれからの５年間だけではなくて、この後 10年、20 年先を考えてもケア付き

の住宅や介護付きの住宅がやはり需要が増してくると思いますので、よろしくご検討

をお願いしたいなというふうに思います。 

 次の質問に移りたいと思います。先日、新聞報道でもありましたが、日本創生会議

の発表によると 2010年度の国勢調査で津別町の364人となっている20歳から 39歳の

女性の数が 2040 年には 76.3％減の 86人に減少すると資料に示されています。総人口

の減少予測では 55％程度なのですが、子どもを産み、育てる世代の大半が、包含され

ている世代の減少率がそれよりも 20％多いことになります。今後、若年女性の定住化

を促進する施策を講じていくべきと考えます。今年見直される総合計画の中でも議論

の対象になるべきテーマではないかというふうに私は考えます。町長も驚かれたかと

思いますが、私も大変驚きました。今後どのような対策を講じられていく考えなのか

お聞きしたいと思います。 

〇議長（鹿中順一君） 町長。 

〇町長（佐藤多一君） 〔登壇〕 このご質問にちょっと答える前に、先ほど一つ私

間違ってお話ししたようです。特賃住宅入りましたら、その後退去しなくてもいいよ

うに後ほど変えておりますので、そういう形であります。 

 それでは、３つ目の若年女性の定住促進についてであります。今議員からお話があ

りました関係でありますけれども、先ごろ政府が発表いたしました「骨太の方針」に

おきまして、50年後の人口１億人保持するという目標を設定いたしまして、人口急減、

それから超高齢化への流れを変えるために従来の枠組みにとらわれない抜本的な取り

組みによりまして結婚、妊娠、出産、育児への支援を行うことで、人口減少の対応を

強化するとの方針が打ち出されたところでございます。 

この方針を策定いたしました経済財政諮問会議の中で、少子化担当大臣は少子化対

策を進める上での３つの壁といたしまして「予算が少ないこと」、それから「都市と地
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方で課題が異なること」、そして「緊急性の認識に欠けている」というようなことを挙

げております。また大臣は、若者が結婚しない２つの理由といたしまして経済的理由

と出会いの場の不足を挙げているところでございますけれども、これは津別町にも当

てはまるものと考えているところでございます。 

議員がおっしゃられました先日、日本創生会議が発表いたしました 20 代から 30 代

の女性の将来人口推計につきましては、津別町の場合、2010 年をベースにしておりま

すけれども 364人というふうになっておりまして、これが 30年後の2040年には 76.3％

減少し 86人になるという予測が立てられているところです。 

こうした状況に対応するために、働く場の創設、出会いの場の創設、それから正規

雇用化や住環境整備など結婚できる環境の整備、妊娠・出産・子育てなど子育て環境

の整備などが必要だというふうに考えているところです。 

現在、町としましては、住環境の整備といたしまして特定公共賃貸住宅や町営住宅

の整備のほか、持ち家住宅に対する建設補助を行っております。出会いの場の創出に

つきましては、昨年青年組織「ａｎｄ」が立ち上げられ、活動が始まったところでご

ざいます。また、今年度は子育て環境の整備といたしまして、認定こども園の建設に

着手しており、働く場の創出としましては、特別養護老人ホームの民間移譲や小規模

多機能ホームの開所などによりまして施設に勤務する職員の転入が進められています。

町としましては、これら介護施設職員を確保するために有資格者に対する就労助成を

開始したところでもございます。 

若年女性の定住に対する特効薬はございませんけれども、今後とも官民一体となり

地味ではありますけれども、一つ一つ取り組みを進めてまいりたいというふうに考え

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（鹿中順一君） 佐藤久哉君。 

〇１番（佐藤久哉君） 〔登壇〕 この問題は実は津別町にとっては本当に大変な問

題だなというふうに私は思っているのです。現在、22 年で 364人の女性が子どもを生

む世代なのですけども特殊出生率を考えると 1.41 ぐらいですから、それを掛けて 20

で割ると大体津別町で１年間で平均生まれる子どもの数が 25.5人ぐらいです。2040 年

になれば同じ計算をすれば創生会議の発表であれば６人になってしまうということな
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んです。同じように、よく町長が使われる社会人口問題研究所の数字でいきますと、

人口移動が終息した場合ということで出ておりますけども 364 人がこの世代の女性が

150人になると出ております。ただし、これは高校を卒業して出て行っちゃうとか、そ

れから若い世代の人たちがみんな大都市集中化といいますか、札幌や東京や近くの北

見に出て行ってしまう、そうした流れが今の状況が緩和されたときの数字であり、最

大そういうふうに人口移動の終息がなされた場合ということであって、やはり私は 86

人とは申しませんけれども、それに近い 100 ちょっとくらいの数字が予想されるので

はないかなと思っています。そうしたときにやはり一番困るのは若い世代の人たちが

いないということは、高齢者の方たちに税負担が重くなったり、それから町の担い手

がいなくなって、まちづくりというか町の快適性が失われるということではないかな

というふうに思っております。こうしたことを考えますと、やはり若い女性が定住す

るような職場づくり、もしくは若い女性ということは、もちろん男の方も若者が必要

なわけですから、若者が集まるようなベッドタウン化、そういったことが政策として

必要になってくるのではないかなというふうに思いました。 

そこで若い人たちの定住化を図る各自治体の取り組みを私は調べてみました。７つ、

８つ調べてみたのですけども、例えば若者定住プロジェクトなんていうふうな名前を

つけて行政の各分野からアイディアを募り計画をつくっておりました。教育、子育て、

雇用、そういったような各分野から出して例えば 30 項目、ある所では 20 項目のよう

な項目をつくっておりましたが、私がチェックした限り津別町はそのほとんどの項目

を実際に施策としてやっておりました。よそも考えることは津別もやっているのです

ね。じゃあ、なぜ結果が出ないかというと、やはり私は画竜点睛を欠いているのでは

ないかなというふうに思います。それは何かというと、今言ったようなベッドタウン

化とか若い女性が定住する職場づくりといったものを全面に押し出して、やはりトー

タルしたものをそれぞれの他の自治体というか、津別へ住んでいいと思っている人た

ちに訴えかけていくことが足りなかったのではないかなというふうに思っております。

現実に津別町が例えばキャラバン隊を組んで北見の駅前で津別町にはこんないい制度

がありますよ、津別町に住みませんかなんてチラシを配ったこともありません。でも

僕はこれからはそういったアピールが必要になってくるのではないかなというふうに
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思いますが、今現在持っている施策に新たな施策を加えることは今の段階では別とし

まして、もう少しＰＲをしていくべきだというふうに考えますが、それもトータルし

たＰＲをしていくべきだというふうに考えますが、町長はいかがお考えでしょうか。 

〇議長（鹿中順一君） 町長。 

〇町長（佐藤多一君） 非常に難問でして、なかなか思うとおりいかないというよう

なのが現実です。日本全体が人口減少している中で、一つの地域がそれをどんどん打

破していくというのは極めて難しい状況になっているというふうには承知していると

ころです。 

中でも行政報告でもお話ししましたとおり、今６つほど企業回りを終了して、これ

からもまだ続けていくところなのですけれども、働いてほしい人を多く求めているの

ですけれども、しかも正社員を希望しているのですけれども、なかなか人数といいま

すか人口が減少しているっていうこともあって来てもらえないという実情が現実にあ

るということはしみじみ承知したところでございますけれども、そういったところで

あれば企業とどんな形で連携を図りながらこの町に住んで、そこで働いていただける

ような状況をつくり得るかということが大きなテーマになってくるだろうなというふ

うに感じているところです。それと議員が資料を基にしてお話しされました将来の人

口推計、それから 20代、30代の女性の動向ですけれども、オホーツク管内を見ますと

斜里町さんが唯一 50％を切っているという状況です。あと５割台の所がそれなりにあ

るわけですけれども、その多くが海沿いの町が多くなっております。私も非常に不思

議に思って、その首長さんに聞いたことがありますけれども、それは詰まるところ外

国人労働者が 20代、30代の方が海産物の工場だとかそういったところ含めて 200人と

かそういう単位で来られていると、それがカウントされておりますので、それが大き

な率を下げる要素になっているというお話をされました。そういうことを考えると今

確か十数人の方が津別でも外国人の方が働いておりますけれども、そういったことが

津別の中でもいずれ推進していかなくてはならない課題になってくるのかなというふ

うにも考えているところでございます。 

 それからベッドタウン化ということでありますけれども、確かにそのようなことも

いいなというふうに思います。実は昨年のＮＨＫホールで開催されました年に一度の
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全国町村長大会の後、長野だとか九州、四国の町の首長さんとお話しする機会がござ

いました。特に長野のあたりでは若者を中心とした、そういう若者タウンというもの

を自由につくっていただいて、そこに多くの人たちが移住を始めているというお話も

お聞きしましたので、そういったところも参考にしながら、まちづくり、今やってい

ることも地味に進めて行きますけれども、そういったこともしっかり考えてまいりた

いなというふうに思います。 

キャラバン隊等のＰＲもございますけれども、そういうこともあるのかなというふ

うに思いますけれども、それをやる場合は、やはり魅力をしっかり持っていなくては

いけませんので、そういう形で検討してまいりたいというふうに思います。 

〇議長（鹿中順一君） 佐藤久哉君。 

〇１番（佐藤久哉君） 〔登壇〕 実はその魅力づくりについてはあと 20 分ぐらいで

はとても議論できないので次の質問もありますし、９月にもう一回やりたいなという

ふうに思っておりまして、私なりにも今アイディアを模索しているところであります。

もう一度その件については議論させていただきたいなというふうに思っております。 

 ベッドタウン化につきましては、例えば北見の卸団地や工業団地の所へ端野から通

えば 30 分かかります。津別町から通っても 30 分強です。であれば端野が衛星都市化

というかベッドタウン化しているのは皆さんもご存知だと思います。津別町より人口

が少ないのですけれども小中学生の数は 100 人ぐらい多いはずです。そういうことを

考えるとやはり若い世代があの辺に定住しているんだと。施策として確かに向こうは

密集地域と地続きですし、津別のように峠を越えて行かなきゃいけないという所もな

くて、交通、時間だけで言えば大差なくても交通要件は少し悪いかもしれませんけれ

ども、それを補ってあまりある津別町の良さがあるのではないかなと。また、そうし

た制度をこの次やりたいと思いますけど、考えていけばいいんではないかなというふ

うに思いますので、ぜひこの辺の考え方も今後の総合計画の見直しの中で検討してい

ただければと思います。 

もう一つ聞きたいというか言いたいことがあるのですが、先ほど各自治体でもいろ

んな施策を打っていて、津別の町でもほとんどやっていると私申し上げましたけれど

も、ちょっと２つだけ弱いなというふうに思った施策があります。それは他の自治体



 ― ２２ ―

でやっていることでＵターン、Ｉターン、Ｊターンそうした方に対する働きかけと補

助の施策が行われております。これについては津別町は前ちょっとありましたけれど

も現在ではほぼないのではないかなと、弱いのではないかなというふうに思っていま

す。もう一つ大変重要なのは婚活の事業、婚活を行政として私は進めて行くべきだな

というふうに思います。先ほどもお話ありましたように、丸玉産業さんで６年間で 120

人、この恐らく 80％くらいは男の方だと思います。町職員を見ても、それよりは女性

の比率が多いですけれども男のほうが多いと。それから農家の若手の方がここ５年ぐ

らいでやはり 20人前後帰って来ていると思うのですが、これも当然跡取りですから男

の方が多いということになれば、津別町の若者は非常に男の方があふれているという

ことで、女性が少ないということになります。であれば、やはり昔の農村花嫁じゃな

いですけど、きちんと津別に例えば遊びに来てくださいというような婚活事業を開い

てみる手はあるのではないかなと思います。森つべつなりを使って森林セラピーを楽

しんで婚活パーティー出ませんかとか、そんな方法もあるんじゃないかなというふう

に思います。ぜひこの事業については今後強く検討していただきたいと思いますが町

長いかがでしょうか。 

〇議長（鹿中順一君） 町長。 

〇町長（佐藤多一君） 今議員から２つほどうちの町では足りない部分があるのでは

ないか、よそと比較をして、そんなお話がありました。Ｕ・Ｉ・Ｊターンの関係につ

きましては農業分野についてはそれなりに持っておりますし、それから皆さんもご承

知のまちづくりの補助、これらもそういったことで活用していただければいろんな形

で使えるかなというふうに思います。またあれは見直しの期間がございますので、そ

ういったことも含めてＵターン、Ｉターン、Ｊターンの方たちに何をどうすれば効果

的に動くのかというようなことも考えさせていただきたいなというふうに思います。

それから婚活を行政でやってはどうかということでありますけども、今ａｎｄという

組織がようやくできまして、教育委員会が中心になって進めているところです。皆さ

んもよくご承知の佐呂間町さんは大きな婚活のテレビ番組を持って来てやっておりま

すけれども、ああいうことも一つの方法だなというふうに思います。 

今私のほうで前回の政策調整会議、月に一度開催しておりますけれども、関係部局
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のところが集まって政策の調整をするところでございますけれども、そこで私のほう

から山形県山形市の教育委員会が取り組んでいる非常にいいなと思った婚活の取り組

みがあるものですから、それをコピーをして課長に配付したところです。これは塾と

いう形をとっていまして、今町でできたａｎｄでいけば１回の集まりでお互いに顔を

見合わせるということでありますけれども、山形でやっているのは年間を通して確か

９つかそこらぐらいのいろんな今いった料理教室なり、それから山に出かけてハイキ

ングに行くだとか、いろんな形の、それからブライダルのホテルに行ってその衣装を

着てみるだとか、いろんな取り組みがされていて、それが塾として講義というか一つ

一つが授業形態になっているわけです。そして来年度はそれに参加した人たちがもう

少しこういうふうなものも加えていこうということで、取り組みをされているのを見

たところですけれども、それでいけば１回の集まりということではなくて、その方た

ちが何度も何度も少なくても２カ月に１遍だとか、1.5カ月に１遍ぐらい出会うという

ことになりますので、よく話ができるようになると思いますし、よく相手のこともわ

かってくるようになると思います。そういう連続性を持ったものというのはつくって

いくべきだろうというふうに思っていますので、その辺はまたａｎｄの皆さん、それ

から社会教育が中心になってくると思いますけれども、そこで十分議論をしてもらう

ように進めていきたいというふうに思っております。 

〇議長（鹿中順一君） 佐藤久哉君。 

〇１番（佐藤久哉君） 〔登壇〕 ａｎｄのお話も出たのですけれども、実はａｎｄ

は大変津別町にとっては希望の光だなというふうに思っております。昔の青年団復活

というイメージですけれども、僕はそこに婚活を押し付けたくないのですよ。彼らが

希望するのであれば別ですけれども、僕は逆に婚活事業の一部になってほしい、参加

者になってほしいなというふうに思っているのですね。ですから、彼らに余分な負担

はかけたくない、もちろん一緒にやることはかまわないと思いますし、向こうが望め

ば向こうに主導権を取ってもらうのもいいと思っているのですけれども、せっかく大

事に育てていきたい団体なので負荷はかけたくないなというふうに思っています。そ

うした中で協力し合ってそうした事業を進めていただければいいなと思います。先ほ

ど言い忘れましたけれども、実は大変晩婚になっておりまして 30歳で恐らく男性の未
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婚率が約 70％、女性の未婚率が 60％ぐらいに達しております。晩産率というのがある

のですけれども、第１子を産む年齢ですね、何ともう 30歳を超えているんですよ。で

すから婚活事業等をやることによって早目に結婚していただいて、早目に子どもを産

んでいただけば第２子、第３子の可能性も高まるのではないかなというふうに考えて

おります。 

すみません、時間がなくなってきましたので、質問を打ち切って次の質問に入らせ

ていただきたいと思います。 

 津別高校は昨年度の入学者が 18 名と定員の過半数である 20 名を割り存続が危ぶま

れる状況となりました。今年度も厳しい状況が懸念されましたが、教育長や学校長が

先頭に立ち、関係各位の努力が実り 27名の入学者が確保でき、私自身も胸をなでおろ

したところです。 

しかし、来年度の町内の中学卒業者は 39名と今年度より２名少なく状況はさらに厳

しくなります。今後、入学者の確保に向けてどのような対策を講じていくのか考えを

お聞きしたい。また、学校自体の魅力をアップするような新しい科やコースの設置の

ような改革案についてもお聞きしたいと思います。 

〇議長（鹿中順一君） 教育長。 

〇教育長（林 伸行君） ご質問の津別高校の振興対策についてですが、はじめに平

成 26年度の津別高校の振興に向けた取り組みについてお話をいたします。 

平成 26 年度入学生の確保につきましては、津別高校が存続できるのかどうか厳しい

局面にありましたけども、高校の経営方針に基づき関係機関や団体が一体となって、

またそれぞれの立場で高校の取り組み内容の理解や存続につながるさまざまな活動に

取り組んだ結果、入学者数 27人、うち地元からの進学率は 53.7％とキャンパス校維持

の基準をクリアしています。この基準数確保につながったと思われる主な要因として

は、新たな取り組みとして中学生の意向を踏まえて高校が対応策を講じたことや、高

校のＰＴＡが中心となって中学校ＰＴＡ及び教職員と交流事業を実施し、高校のこれ

までの進学や就職への取り組みをしっかりＰＲできたこと。また、義務教育の校長会

議、教頭会議に高校の校長、教頭が出席し、課題の検討や情報交換を密にできたこと。

さらに町内はもとより町外に向けて町が振興対策協議会の意向を踏まえて支援してい
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る各種補助制度や、新たな給食提供などを有料広告媒体により周知したことなどが理

解されたのではないかというふうに分析しているところであります。 

 そこで、ご質問の今後入学者の確保に向けてどのような対策を講じていくのかとい

うことについてですが、平成 27 年度の入学者はベースとなる地元中学の卒業生が 39

人で、前年度に比べて２人減、また、津別町が対象となるオホーツク中学区全体の卒

業生も前年度に比べて16人減る一方、学区内の間口数は変わらないという状況であり、

27年度の入学者確保は 26 年度以上の厳しさが予想されます。こうしたことから 27年

度の入学者の基準数確保に向けて、高校としては 26年度において一定の成果を上げた

取り組みをさらに町内外に理解、浸透させるとともに、学校のイメージアップや進学、

就職など、生徒の進路決定に対し個に応じた教育支援、また既設部活動の充実や新た

な部活動の創設などにも柔軟に対応していく方針としています。 

 次に、今後生徒数増に向けた改革案はあるのかというご質問についてお答えいたし

ます。まず今後の高校存続の大きな鍵を握る地元中学校の卒業生の数、いわゆる進学

対象者ですが、平成 26 年度の地元中学校の卒業生は 39人、27年度 48人、28年度 31

人、29年度 37人、30年度 30人、31 年度 39人、以降は 10人台から多い年で 30人台

前半の人数ということになります。新たな高校教育に関する指針による地域キャンパ

ス校の存続基準は、第１学年の在籍者が 20人以上で、うち地元からの進学率がおよそ

50％というふうになっておりますから、この先地元からの進学率及び入学者数を毎年

20 人以上確保するということは非常に高いハードルというふうに受けとめています。

こうしたことから高校は直近をにらんだ経営方針に加え、新たに向こう４、５年先を

にらんだ中期経営方針を４月に打ち出しています。 

現在、高校ではキャンパス校であるがゆえの限られた教員配置でありますが、生徒

個々の夢や目標の実現に近づけるため、生徒の進路目標に合わせて２年生からコース

制を取り入れており、進学コースでは中位、上位の成績の生徒の学力を伸ばすため規

定のカリキュラムで不足する部分は週３回の進学講習や夏期、冬期講習を実施すると

ともに、今年度から自分の学力の全国位置を知る基礎学力到達度テストを導入して課

題を明確に把握し、生徒の進路希望実現のために必要な学力向上に一層力を入れるこ

ととしています。 
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また就職希望者には、情報ビジネスコースにおいて情報処理能力やマーケティング

能力、簿記会計能力などを身につける対策と資格の取得、実績づくりとあわせて社会

で必要な基礎学力の向上に取り組むこととしています。高校ではこうした学力向上や

就職に有利な資格取得などの取り組みなどを一層強化するほか、生徒のニーズが高い

海外研修との連動など生徒にとって魅力的な学校経営となるような取り組みをさらに

推進することとしています。なお、学校経営の主体である高校からは１間口の学校に

おいて新しい学科の配置や学科転換は極めて難しく、今後も普通科を基本としてコー

ス制の特徴を最大限生かした学校経営を進めていくこととしているという説明を受け

ており、こうした高校の教育方針、経営方針に対し町並びに教育委員会といたしまし

ては引き続き高校の取り組みをしっかりサポートし、この地域になくてはならない魅

力的な高校として存続できるよう、さらに高校の経営に関係する機関や団体と連携を

密にして対応してまいりたいと考えておりますことを申し上げてお答えといたします。 

〇議長（鹿中順一君） 佐藤久哉君。 

〇１番（佐藤久哉君） 〔登壇〕 少し時間がなくなってまいりましたので、私のほ

うで言いたいことを少し言わせていただきたいと思います。 

 まず、今年度も十分な対策を打って来年度の入学者の確保をしたいということはよ

くわかりました。ただ、私のほうから一つ申し上げたいのは、口コミというのは大変

恐ろしくて、特に今回は町外から来ている人たちがやっぱり先輩の意見を聞くという

ことがかなりあると思います。であれば今年入学した生徒の満足度というのが大変重

要になってくるのではないかと思います。そうした魅力として訴えたものがきちんと

約束として果たされているか、そうしたことも例えばニュージーランドだとか、それ

から各種検定の指導だとか、それから部活動だとか、そうしたことがやっぱり入って

きた人たちが話と違うぞということになれば次の子たちは入ってきません。そうした

満足度を調査して、いい数字が出たらもちろんＰＲするようなこともして、ますます

津別高校に来てもらえるような形の努力を続けていただきたいというふうに思います。 

 次に、新しい魅力づくりの部分では、学科は無理でコース設置については現在英語

コースと情報コースだと思いますが、２つのコースが設置されていると思います。そ

れから課外事業として学び直しのようなものもＴＴを使ってやっているかと思います



 ― ２７ ―

が、あくまでも学校経営者は道教委と学校長たちであり、津別町は協力者だという立

場になると、学校経営をしている道教委の意向がやはり１年ごとに変わるような状況

ではコースの経営もままならないと。例えばコースに今現在２名加配されていると思

いますが、その加配が来年になって打ち切られるようなことがあれば、当然我々が入

学する子どもたちに対して約束したようなことも行われなくなるということで、そう

したものの例えば３年なり、５年なりの継続的な約束を取り付けるように、今後委員

会としても高校と話し合って努力していく必要があるのではないかと思います。そう

したことについてお答えがあればお聞きしたいと思います。 

〇議長（鹿中順一君） 教育長。 

〇教育長（林 伸行君） まず１点目の入学した生徒が満足しているかどうか、そう

いったニーズを調査する必要があるんじゃないかということであります。学校説明会、

それから保護者説明会等でこういった取り組みもしたいといったことについて高校の

ほうでは今実践しておりますし、そういったことを今年度の説明会のときにもしっか

り浸透させていきたいと。また、ポスター、パンフレット、リーフレット、そういっ

たものにもそういった実績、あるいはその成果といったものをしっかり示して、正し

く理解を得られるような、そういった説明をしていきたいなというふうなことを高校

にもお願いしておりますし、私のほうもできる努力についてはしていきたいなという

ふうに思っています。 

 それから新しい魅力づくりのためにということでありますけども、現在、公立高校

の教員定数の配置につきましては、関係する法律によりまして１間口の高校は８人と

いうふうになっております。国、数、社、理、英プラス今体育、音楽、家庭科と３人

が配置されまして８人プラス国の加配の関係で商業、これは情報ビジネスコースを設

けているものですから、その関係で商業、それから数学のＴＴ、習熟度別の学習をす

るということで数学のＴＴを配置されていると、ただ、この数学のＴＴにつきまして

は、はがされたかどうかわからないです。一年一年状況どうなるのかわからないとい

うことがあります。コースの中身を充実させるというふうなこと、それから魅力的な

高校にしていく、そして偏差値を上げるということは、これはやっぱり子どもたちに

とって大事なことだというふうに思いますので、そういったことを実現するためには、
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やっぱり教員の加配、これをしっかり確保するということが大事なんじゃないかなと

いうふうに思っています。町としても道に対して要請できるものについては、そうい

った内容について要請していきたい。そして魅力ある高校として存続できるように努

力していきたいというふうに考えております。 

〇議長（鹿中順一君） 暫時休憩をします。 

 

              休憩 午前 11 時 11分 

              再開 午前 11時 20分 

 

○議長（鹿中順一君） 休憩を閉じ再開します。 

 休憩前に引き続き一般質問を続けます。 

 次に、９番、篠原眞稚子さん。 

○９番（篠原眞稚子さん） 〔登壇〕 ただいま議長のお許しをいただきましたので

さきに通告した件につきお伺いいたします。 

 超高齢化社会が進む中、認知症の高齢者は 2012 年で約 305万人、2020 年には 410万

人、2025 年には 470万人に達するとの厚労省の推計が明らかになりました。認知症や

障がいなどにより判断能力が十分でない人の権利擁護や財産、金銭管理等後見人が行

う成年後見人制度が導入されてから 14年が経過しました。一説によりますと制度の普

及が着実に広がっているとのことです。2012 年４月には、老人福祉法が改正され高齢

者が地域で自立した生活が営めるよう市民後見人の育成及び活用に向けた取り組みを

行う努力が市町村に規定されました。どのようにまず取り組んでいかれるのかお聞き

したいと思います。また、成年後見人制度については、利用の家族や利用者本人が判

断能力のあるうちに仕組みを理解することがより必要ではないかと考えております。

今後、市民後見人が円滑に活動するため相談体制など仕組みづくりが不可欠です。 

 ここで質問ですが、認知症の高齢者などが増える中、判断能力が十分でない高齢者、

障がい者の権利擁護のため成年後見制度の周知を図り、より町民に利用されることが

重要です。今後どのように取り組んでいくつもりか伺います。 

 また、身近な地域で支援が必要な方々を地域で支える市民後見人の取り組みについ



 ― ２９ ―

て今後どのように進めていくのかあわせて伺います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） 篠原さんの質問に対して理事者の答弁を求めます。 

 町長。 

○町長（佐藤多一君） それでは成年後見制度の周知と市民後見人についてというこ

とでご質問にお答えしたいと思います。 

 まず、制度の周知の方法についてであります。今議員がおっしゃられましたとおり

この成年後見制度につきましては、認知症高齢者、それから知的障がい者、精神障が

い者など判断能力が不十分な人を保護するために、本人のために法律行為を行い、ま

たは本人による法律行為を助ける人を選任する制度といたしまして平成12年４月に施

行されたところでございます。 

その後、平成 24年に老人福祉法の改正がありまして市民後見人を養成する研修の実

施や、後見人の家庭裁判所への推薦など市町村が主体となった努力義務規定が新たに

設けられたところでございます。 

 津別町の取り組みといたしましては、平成 24年度に北海道と津別町、美幌町、大空

町の共催によりまして市民後見人養成研修事業を実施いたしまして、本町におきまし

ては 10名の方が受講されております。翌年、北見家庭裁判所に市民後見人養成講座を

修了した旨の報告を行いましたが、裁判所からは市民後見人をフォローアップできる

機関を求めたいというお話がございました。津別町といたしましては、当面、包括支

援センターで行うことを伝えたところでございます。これによりまして平成 25年度に

受講者を対象といたしましたフォローアップ研修を３回、組織体制検討会を２回、成

年後見制度講演会を１回、それぞれ開催したところでございます。今後の進めにつき

ましては、今年度中に相談支援を行う「権利擁護センター」これは仮称ですけれども、

を設立することとしておりまして、来月、７月から具体的な検討に入る予定でござい

ます。町民への周知につきましては、このセンターが行う成年後見制度利用普及啓発

事業によりまして実施することとしているところです。 

 それから、市民後見人の取り組みでございますけれども、現在、津別町には要介護

認定者が 265 名、療育手帳所持者が 84 名、自立支援医療受給者証所持者が 91 名、長
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期の自宅閉じこもり者が推定で 30 名ほどというふうに想定しておりまして、合わせて

470 名の方々が今津別町に生活をされているところであります。 

 この方たちの全員が支援の対象者になるというふうには思いませんが、生活環境や

判断能力の程度によりましては、支援が必要になるものと想定しているところでござ

います。 

 こうした人たちを支援する市民後見人の取り組みにつきましては、今後、弁護士等

を含む専門家を交えまして検討、設立いたします「権利擁護センター」の事業内容に

おいて、その役割がより具体的なものになっていくというふうに考えているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（鹿中順一君） ９番、篠原眞稚子さん。 

○９番（篠原眞稚子さん） 〔登壇〕 ただいま町長のほうから今までの流れという

か、実際には後見制度も介護保険と同じような 2000 年ですか、そして 14 年が経過し

ているというような中で、最近特に後見人制度のサービスを利用したいという人が

徐々に増えてきている等のことからか、つい先日も北海道新聞で私たちの周りはとい

うようなことで特集されて今日の新聞だったのですけども、市民養成が急務であると

いうような大きな見出しで特集がされています。この制度を周知というか、こういう

のがあるのだというふうに活字で出ても非常になんか難しいというか、どんなふうに

進めていくのかということがわからないような気でいます。 

それで去年、多分市町村に義務づけられたこともあって既に市民後見人の講座を受

けた方が 10人いらっしゃるというようなこともありまして、町民向けに後見人制度の

講演会があって私も聞きに行きました。そこで、南富良野等の事例も出ていて、何で

も専門家というか法律的なことでなくて、身近に相談できる窓口があれば便利だなと

いう程度の認識だったのですけども、ずっとここのところこういうのに感心を持って

見ていくと、やはり手助けが必要な人がどんどんどんどん出てくるのとあわせて調べ

る中で気づいたのですが、任意後見人制度というのがあって、何ていうのですか、ま

だ判断能力が十分あるうちに、そういう手続きもできるというようなことがあるとい

うことなので、情報というのは今私に必要でないというようなことで幾ら町がどんど
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んどんどん出していっても気がつかないとか、目につかないとか、そういうことがあ

るのかなというふうに思っているのですけども、先ほど町長の数字、独居だとか、そ

れから手帳を持った人が何人ということで、これは相当数が予備軍みたいになるので、

きめ細かな周知をしていっていただきたいというふうに思います。それで今周知、今

後に向けての話までずっと出てきて、そういうことは今度仮称のセンターができたと

きにというふうになっているのですけども、そこまでに何か新たにこういうものだと

いう周知の方法を何か考えられていることがあれば、まず最初にお聞きしたいと思い

ます。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） 今センターをつくっていこうということで、これは全国的に

も早い取り組みだというふうに認識しております。これは、新聞の記事ですけれども、

こういう後見人の育成に取り組む自治体というのは、2011 年度で全国で 37 市区町村と

いうふうに言われています、非常に少ない数字です。２年後の 13年度、昨年ですけれ

ども、昨年度で全国で 128 に増えたということなのですけれども、それでも全国の市

区町村からいけば１割に満たないという状況の中であります。その中に津別が入って

おりますので、128の取り組みですね。ですから、優れてそういう既に退職をしました

けれども、いろんな資格を持ってそういう南富良野等も含めてつながりを持って積極

的に今取り組みを町として進めているところであります。そして、それをまた現担当

課のほうで社会福祉協議会と協力し合いながら今どういう形で進めていくかというこ

とを専門家の意見を聞きながら進めているところです。 

要は、こういう後見人の方たちは 10人できましたけれども、フォローアップを裁判

所のほうでしてくださいよということは、恐らくそういう方たちが実際にそういうと

ころと話を進めていく上で、相当多分ストレスを感じてくるケースがたくさん出てく

るのじゃないかと。それに誰が後見人の方をしっかりサポートするのはだれかという

ことになりますと、やっぱり社会福祉協議会の職員であったりとか、あるいは弁護士

さんであったり、そういうセンターにいる方たちのフォローアップがあって、そのい

わゆるボランティアでやっていただく後見人の方たちのサポートができるのだろうと

いうふうに思います。そういう体制をしっかりつくっていくということが来月から協
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力していただける弁護士さんも決まりましたので、これから順次進めていくというこ

とになります。そういうものがしっかりでき上がってから、こうですよということで

町民にお知らせをしていくということになろうかというふうに思います。 

○議長（鹿中順一君） ９番、篠原眞稚子さん。 

○９番（篠原眞稚子さん） 〔登壇〕 来月に仮称であるけどもセンターを立ち上げ

るための準備ということで専門家等との打ち合わせというのでしょうか、そういうの

がいっているということで、現状で例えばそういうようなサービスを受けたいという

ような人がセンター立ち上げ前に尋ね、権利擁護、自己判断ができなくなってきて不

安であるというような町民が出てきた場合には、現在ではどこが窓口でセンターにつ

なげていくような形になっているのかお尋ねしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（石川 篤君） 現在は、町の包括支援センターがそういう役割を担

っておりまして、今後やはりもうちょっと専門的な部分でやっていこうということで、

来月から専門家、また市民後見人現在受けている方もおりますので、それらの方の意

見を聞きながら対応する組織を構築していきたいというふうに考えております。 

○議長（鹿中順一君） ９番、篠原眞稚子さん。 

○９番（篠原眞稚子さん） 〔登壇〕 これからということなので現状わかっている

範囲でお尋ねしたいと思いますが、センターは今の後見人のセンターができて、そこ

で町民に対する制度の周知、啓発をしていかれるというような内容なのですが、その

場所と人員の配置等についても現在決まっているようなところがあればお尋ねしたい

と思います。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） 具体的にはこれから議論されていくようになりますので、ど

なたとどなたが担当になってということが決まってくるかというふうに思います。 

権利擁護センターを設立するにあたって、ここでは相談支援活動を行うことになり

ますけれども、主な今考えられている事業としましては、先ほどいいました成年後見

制度利用普及啓発事業、これを行うことになります。ＰＲですね、これは講演会など

も含まってくるというふうに思います。それから成年後見制度日常生活自立支援事業
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という、これを利用する相談事、これは社会福祉協議会の事業なのですけれども、例

えば金銭管理だとか、そういったことを支援事業を利用したいのだということで、そ

れに対する相談事を受け付けたりということになります。それから成年後見制度の申

し立て支援事業、手続きを教えてくださいというときの本人とか親族からそういう問

い合わせがあったときに手続きの方法等々教えるというようなこと。それから市民後

見人育成及び活動に関する支援ということで研修、それから実際にその人に張り付い

た場合の支援、そういったこともするような形になります。それら今検討しながら順

次このような形で進めていこうということを確立していくというふうに進めていると

ころですのでご理解いただきたいというふうに思います。 

○議長（鹿中順一君） ９番、篠原眞稚子さん。 

○９番（篠原眞稚子さん） 〔登壇〕 もう１点だけ、これからという準備段階です

ので、これらはやっぱり相談業務ということになりますと、その人の何というのでし

ょうか、大勢の前で相談するということにはならないのかなというふうなことも考え

られますので、相談室というのか、それと相談者の何ていうのでしょうかプライバシ

ーというか、そういうようなものも守りながら相談、実際に受け付けるとき、そうい

うようなこともあるのかなというふうに思いますので、予定もあるようですので、相

談のしやすい、それから何というのでしょうか十分制度がわかって相談ができて、や

っぱり安心してここに住んでいられるというようなことができるような配慮を十分し

ていただいて、センターの運営に、来月から進むということなので、それ以上もっと

聞くということにもなかなか難しいかなというふうに思いますので。ただ、せっかく

いい制度であっても、それからセンターができてもなかなか理解ができなくてという

ようなこともあったりするので、それと先ほど町長が言われたように私もちょっと見

ると随分早く津別町は手がけたんだなということはわかりました。高齢化率等、その

数字から見ると多分待ったなしという状況もあったのかなというふうな気もしますし、

それから、こういうのというのは窓口が今すごく難しいので、どこに相談に行ってい

いのかという、これだと包括支援センターに行って、それからどこに行くのかという

ようなそういうことも、判断能力が若干ある世代でもすごくこの制度自体を理解する

ということがすごく難しいような気もしますので。それと先ほどいった任意というの
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ですか将来に向けてそういう状態、サービスを受けられるようにしていくというよう

なのは、すごく普及するのじゃないかなというふうに個人的には考えていますので、

その辺のところを網羅した形で使いやすいセンターの運営になるようにお願いをした

いというふうに思います。何かあればお聞きして次の質問に移りたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） 先ほど担当課長からもお話ししましたように今まだセンター

はできておりませんけれども、今現在は包括支援センターで役場内にありますけれど

も、そこでそういう方たちが出た場合対応しておりますし、そこの職員としてもこの

方たちはもしかするとそういう対象者になっていくのかなというのは、それは個々の

情報は包括支援センターのほうで多分承知しているのだろうというふうに思います。

そういう相談事現在も相談室を昨年つくっておりますし、そういう中で今もケースが

出てくればやっているというふうに思います。権利擁護センターができれば、どこに

置いて、どういうふうなパターンでやっていくかというようなことで、当然皆さんが

いる前でいろんな深刻な話をするということにはならないというふうには思いますの

で、それらはセンター立ち上げの中で十分議論されるものというふうに考えていると

ころです。 

 以上です。 

○議長（鹿中順一君） ９番、篠原眞稚子さん。 

○９番（篠原眞稚子さん） 〔登壇〕 私たちが考えられることは既に他のほうでも

考えていらっしゃると思いますが、新しく立ち上げるためには費用もかかってくるか

なというふうにも思いますので、また予算が出た段階でというか、その中で不足する

分についてはお尋ねしたいというふうに思います。 

 次の二つ目の質問に移りたいと思います。次、学童保育で、津別町では放課後児童

クラブというふうに言っているのかもしれませんが、学童保育は共働きやひとり家庭

親、日中保護者がいない小学生を対象に、放課後や夏休みなど長期休みに子どもたち

を預かる事業で欠かせないものだと思います。これも 2015 年から市町村の事務に移行

し、市町村が基準をつくり条例で定めるようになるということなのですが、運営方法

が変わるのかどうか、というのが一点。 
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それから、15 年度はちょうど本岐小学校、活汲小学校ともが津別小学校に統合され

るという時期でもあります。それぞれ学校のある土地で放課後児童クラブが運営され

ていると思いますが、この本岐、活汲について、どのような形になるのかお尋ねした

いと思います。現在、児童館では放課後児童クラブとそれから放課後子ども教室とい

う考え方というか厚労省のものと文科省のと合わせて両方の子どもたちを一体的に扱

っていると思いますが、これらのところはどんなふうに考えていられるのかお尋ねし

たいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） 教育長。 

○教育長（林 伸行君） それでは１点目の関係法律の制定や改正により学童保育、

いわゆる放課後児童クラブの運営方法等が変わるのかどうかということについてお答

えをいたします。 

はじめに、関係法律の動きについてですが、国は市町村を実施主体とする子ども・

子育て支援制度を推進するため、平成 24年８月に子ども・子育て支援法を制定し、公

布された子ども・子育て関連３法に基づき幼児期の学校教育、保育や地域の子ども・

子育て支援を総合的に推進する新しい取り組みとして、消費税率の引き上げによる財

源確保を前提に平成27年４月から全国の市町村で本格的にスタートする予定としてい

ます。 

ご質問の新しくできた子ども・子育て支援法等により学童保育はどうなるのかとい

うことについてですが、１点目として学童保育は市町村が行う事業として位置づけら

れたこと。２点目は、市町村に策定が義務付けられた子ども・子育て支援事業計画に

学童保育の整備目標等を盛り込むこと。３点目は、学童保育への補助金は市町村の子

ども・子育て支援事業計画に基づいて交付金として出されるといったほか、国が設置

する子ども・子育て会議と同様、本町は既に設置しておりますけども、市町村にも地

方版子ども・子育て会議を設置することなどが盛り込まれています。 

また、関連して児童福祉法が改定されており、主なものとして１点目は、対象児童

が現行のおおむね 10歳未満の小学生から小学校６年生までに引き上げられたというこ

と。それから２点目は、国としての学童保育の基準を省令で定めることとしたこと。

また、市町村は国が定めた基準に従い条例で基準を定めることとなりました。具体的
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には、児童支援員の資格と配置基準は国が定めた基準に従い、開設日、開設時間、施

設の基準などは国の基準を参酌して町が基準をつくることとされました。現在町の学

童保育、いわゆる放課後児童クラブは、平成 20年度から文部科学省と厚生労働省の連

携による放課後子どもプランによる基づく事業として児童館及び活汲、本岐において

実施し、あわせて放課後子ども教室を一体的、総合的に実施してきているところで、

これらの事業は平成19年に厚生労働省から示されました放課後児童クラブガイドライ

ンを基準として運営してきています。本町が運営のよりどころとしているガイドライ

ンでは、新たな基準となる子ども・子育て関連３法と比較して大きな違いはなく、条

例整備等の作業は必要でありますが、基本的には現体制のまま新制度に移行できるも

のと思っています。 

 ２点目の小学校が統合された場合、活汲、本岐の学童保育はどうなるのかというご

質問についてですが、小学校の統合問題を地域や保護者と協議した際に、両地域の保

護者からも活汲及び本岐の児童クラブは今後どうなるのかというご質問をいただきま

した。協議の場では児童クラブを統合するのか、あるいはそのまま地域で活動するの

かの協議は改めてしますということで保留としています。従いまして 27年度以降の運

営体制につきましては、地域の声、意向をよく聞いて判断したいというふうに思って

います。 

 ３点目の放課後児童クラブ、放課後子ども教室は、今後も連携した形で運営される

のかというご質問についてですが、共働き家庭など留守家庭の児童に対して放課後に

適切な遊びや生活の場を与えて児童の健全な育成を図るという放課後児童クラブと、

すべての子どもを対象として放課後や週末に安全・安心な子どもたちの居場所を設け、

子どもたちに勉強やスポーツ、文化活動、地域住民との交流等の取り組みを行う放課

後子ども教室は、どちらも本町における放課後児童の居場所であります。国は、所管

している省庁や自治体における部局間の放課後の子どもの時間のあり方について共通

した認識を持ち、事業のより密接な連携を図った推進が望ましいとする方針を打ち出

しており、こうしたことから本町における児童クラブと子ども教室は総合的な放課後

対策として引き続き一体的に、あるいは連携して実施してまいりたいというふうに考

えています。 
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 以上、３点のご質問のお答えといたします。 

○議長（鹿中順一君） ９番、篠原眞稚子さん。 

○９番（篠原眞稚子さん） 〔登壇〕 関連していたので三つお答えいただいたわけ

ですが、法律はいろいろ変わってきているけども今までも基準に沿って放課後子ども

プランというような形で一体的にやっているということなのですが、これもずっと見

ていくと、利用している人がそれでよければいいのですけども、放課後児童クラブを

運営しているような人たちというのも保育所と同じような段階で、先ほど教育長も年

齢のことが言われていたわけで、津別は小学校６年生まで、あるいは中学生でも使っ

てもいいよというようなすごく幅広く受け入れをしているようなのですが、放課後児

童クラブというのは、今もう別な組織になるということなのですけども、もともとの

ところは、やはり保育所と同じように放課後親がいない、その子どもたちの生活の場

というふうに考えているところと、それからだれでも自由に集まってきて遊べるよう

な場所をつくるという文科省のちょっとざっくり言ったような答えですけども、そん

なふうになっていて懸念しているところもあるみたいだったのです。ただ、何ていう

のか生活の場と遊びの場とは違うのだというようなことで、児童館の境界なんかはど

うなんだろうかと言っているところもあるみたいなのですけれども、そこのところは

同じように進めていくということであれば現状来ているお母さん方というのでしょう

かがこういう形でというのは、私も何回も児童館のことで、たかがというかおやつの

ことなんかもそうだったのですけれども、それはやっぱり生活の場と考える上では必

要だったということだと思うのです。そこに登録をしていない教室の子どもたち、放

課後子ども教室の子どもたちは全然自由に出入りするから、そこの子どもたちも登録

している子も同じように時間をみておやつを与えたりするということにはなかなか難

しいというような話をずっとされていました。そうかなというふうにも思うのですけ

れども、子どもの成長その他に向けてもここのところも親の話をしっかり聞いていた

だいて生活の場であれば当然子どもが学校から帰って来て、親がいればただいまと帰

って来て晩ごはんまでの間には必ずそういうことがあるだろう、おやつを食べたりす

る、宿題をしたりとか、そういうようなことがきちっとされると思うのですよね。そ

ういうようなところ現状新年度に向けて親がどんな気持ちでいるのかということと、
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それと費用の面でいらないとか、そういうふうに言った場合に、食育だとか子どもの

成長に必要なものだということで、それはそれなりにいただいてきちっと解決してい

ったらいいのじゃないかというふうに私は考えているので、その点は聞いて利用者と

しっかり話をした上で進めていってもらいたいというふうに思います。 

 二つ目というか同じような流れで聞いた本岐、活汲はどうするのかということで地

域の意見を聞いてみるというようなことで、それぞれ 10人ぐらい、数はっきりつかん

でいないのですけれどもいます。さまざまな要望が出るかもしれないのです。地元で

やりたいとか、まだ建物があるので、学校は一緒だけども児童クラブについては今ま

での所をとか、そういうような話や何かが出た場合の対応等についても考えられてい

るのかなというふうなことなのですけれども、いずれにしてもちょっと不便を強いる

ような統合という不便を強いるような形になるので、心配なのは足の確保ということ

なのかなというふうに思いますので、その辺も一人一人に応じて、私は何時とかそう

いうようなことには対応できかねるだろうというふうに思いますけども、その辺のと

ころも柔軟に利用している人の意見をよく聞きながら納得のいくような線で決めてほ

しいというふうに思っています。 

 まずその点。 

○議長（鹿中順一君） 教育長。 

○教育長（林 伸行君） まず１点目の児童クラブと子ども教室の一体的利用に対す

る課題、特におやつの関係についてお話がありました。今現在活汲、本岐については

おやつを提供していると。それは、全員がクラブ登録しているというふうなことで、

それは運営がしやすいというふうなことがあります。それから、津別については登録

するクラブの子どもと、それからフリーの教室の子どもというところが一つの場所で

活動するというふうなことに難しさがあって、おやつの問題についてはなかなか解決

ができないというふうなことになっています。 

仮の話ですけれども、今そういう有料でおやつ代をとっているところ、クラブによ

ってとっているところ、それから取れないところとありますけども、仮にそれが一つ

にもしなった場合に、それについてはもう少し整理ができるのかなと、整理がしやす

いのかなと。どういう方向に進むかということは、この先の協議によりますけども、
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整理の仕方としては、その時点がひとつタイミングかなというふうには思っています。

現在もなかなか生活の場ということで家庭と同じような場を提供しなさいというふう

なことで、児童館のほうとはいろいろ工夫して放課後児童館に来た子どもについては

最初に宿題をやらせて、そしてその後個人の自主的判断によってお絵かきをしたりゲ

ームに興じたり、あるいは２階のホールでスポーツに興じるというようなことに取り

組んでいます。それは、クラブの子とも、それから教室の子ども関係なくそういった

対応をしているというふうなことであります。 

 いずれにしても親の就労の有無、いわゆる児童クラブのほうは共働き家庭、留守家

庭というところが基準になっていますけども、本町としては津別の子ども全体をそう

いう親の就労の有無で分ける、居場所を分けるということではなくて、今後について

も一体的に取り組んでいく必要があるだろうと。また、その運営面において、どちら

も放課後の児童の対策であるというふうな観点から考えても、事業の効率的あるいは

経済的な運営をするという観点からもやっぱり一体的にやっていくことが望ましいの

ではないかというふうに思っています。 

課題はないわけではありませんけども、ただいま申し上げたようなところでタイミ

ングを見ながら順次改善していければなというふうに思っています。あわせて、保護

者のほうから一体的運営に対して何か大きな声があるのかというふうなことでありま

すけども、それは保護者懇談会をやってもそこに分けれだとか、あるいはこういう運

営をしてほしいというふうな要望等についてはないということで聞いています。した

がいまして、町としては引き続き今の形を続けていきたいなというふうに思っている

ところです。それから本岐、活汲の地域の声をよく聞いて対応してほしいという話で

あります。これにつきましても統合を同じようにやっぱり地域に入って地域の声を丁

寧に聞いて、丁寧に対応したいというふうに考えています。 

○議長（鹿中順一君） ９番、篠原眞稚子さん。 

○９番（篠原眞稚子さん） 〔登壇〕 サービス利用者の声をしっかり聞くというこ

となので、それに尽きるかなというふうに思いますが、仮の話はおかしいのですけれ

ども、現状、学校に行っているのだからその流れで全員が児童館に行った場合、あの

スペースというかで十分であるのか、ないのかということをまずお聞きします。 
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○議長（鹿中順一君） 教育長。 

○教育長（林 伸行君） 現在の登録数ですけども、津別の児童クラブは 40人、活汲

に 10 人、本岐が 13 人ということで、今津別の児童クラブに所属している子どもが利

用する分については児童館特に問題はないかなと。特に利用制限等を工夫する必要は

ないかなというふうに思っています。ただ、新しい基準で申し上げましても、施設の

大きさにつきましては、児童１人につき 1.65 平米以上というふうになっておりますの

で、そういったことからすると基準ははるかに超えているということで、問題はない

かなというふうに思うのですけれども、低学年と高学年が２階のホールで一緒に 60人

を超える人数がスポーツやゲームをするということはちょっと難しいのかなというふ

うに思いますので、そこはちょっと利用制限が出てくるかなと。そういったことにつ

いても今後統合した場合に場所が引き続きそこでいいかどうかについてもやっぱり考

えていかなきゃならないのかなと、そういったこと。それから、運営の状況について

若干申し上げますけども、国が求めている開所日数、これについては 250 日ですけど

も、津別の児童館は昨年の実績で 293 日ということでクリアしている。それから児童

集団の規模、これ１集団おおむね 40人以下というふうになっています。今ガイドライ

ンでは40人から70人というふうになっていますけども、新しい基準では40人以下と。

そこに対して支援員は、単位ごとに２人配置、そのうちの１人については有資格者と

いうふうになっていますけども、それらについては活汲、本岐、津別についてもいず

れもクリアしているというふうなことでご理解いただければなというふうに思ってい

ます。 

○議長（鹿中順一君） ９番、篠原眞稚子さん。 

○９番（篠原眞稚子さん） 〔登壇〕 大体説明でわかりました。ここの問題点のも

う一つは働く人というか、なかなか児童館で勤められる、児童館というか放課後児童

クラブ等も午後からというようなことで非常に専門的に１日働くというような働き方

にならないものだから、一方ではそこの働く人の条件の問題だとか、条件があまりよ

くないためにそこで働く人の読むと資質の問題だとかいろんなことがあって、今回の

改正の中にも指導員とか、そうでないサポートするような人は都道府県でしたか、そ

この研修を受けるというふうなことにも書いてあるようなので、なかなか子どものと
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ころの有資格者というのでしょうか、そういう人が集まりづらい地域ではあるのです

けども、十分な研修を進めて、そして子どもたちに不利にならないような目配りとい

うか、そういうようなものもしていだければありがたいなというふうに思います。 

 質問するにあたってちょっと児童館の様子も見に行きました。随分変わってもいま

した。学習室というのでしょうか、そこの所の壁や何かも行くと、教育委員会等から

も言われたのか、やっぱりまず宿題をしてというようなことだったので、そういう取

り組みやすいというか、目に見えるような所に漢字の辺のつくりやなんかも大きく貼

ってあって、遊びばっかりじゃないよというようなものもそこの中から出てきていた

ので、親御さんはただ預かってもらっているのじゃないのだなと。宿題も見てくれる

のかどうかというのはまた別ですけども、そういうようなところにも目が行っている

のだなというようなことをきっと感じられていると思いますので、よりこれからの子

どもたちのために施設も、それからかかわる人たちにも十分配慮をして進めていって

いただければ非常にありがたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 教育長。 

○教育長（林 伸行君） 従事される指導員の処遇等の関係のお話ですけども、特に

研修につきましては、今現在ここで有資格者が必要というふうに基準で求めている有

資格者というのは保育士だとか教員だとか、あるいは社会福祉士、そういった資格を

持っている方であります。研修の場も当然必要だと思っておりますので、研修につい

てはしっかり配慮していきたいなと。処遇については、なかなか午後からの活動が多

いものですから、通年雇用ということにはできにくいかなというふうに思っておりま

す。できる配慮についてはしていきたいなというふうに考えておりますので、よろし

くお願いしたいと思います。 

 

              休憩 午後 ０時 01分 

              再開 午後 １時 30分 

 

○議長（鹿中順一君） 昼食休憩を閉じ再開します。 

 休憩前に引き続き一般質問を行います。 
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 次に、５番、茂呂竹裕子さん。 

○５番（茂呂竹裕子さん） 〔登壇〕 ただいま議長のお許しをいただきましたので、

先に通告どおり一般質問させていただきますのでよろしくお願いいたします。 

 最初に、高齢者等の交通弱者の移動手段について３点お伺いいたします。 

 まず１点目ですが、昨年３月議会で交通弱者の移動手段について質問いたしました

が、町長は近隣の美幌町などを参考にして福祉の面からも検討を進めていきたいとい

うふうなご答弁をいただきました。その後、１年以上たったわけですけれども、どの

ようなご検討が進められているのかどうかお伺いしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 茂呂竹議員の質問に対して理事者の答弁を求めます。 

 町長。 

○町長（佐藤多一君） 交通弱者の移動手段の関係ですけれども、昨年の３月議会の

一般質問の後の検討でございます。今現在の町内の交通ネットワークでございますけ

れども平成 24 年の 10 月から開始しました混乗スクールバスであるまちバス、これと

民間会社が運営いたします北見バスと地元の津別ハイヤー、ここが相互に関係を持ち

ながら今地域公共交通のネットワークをつくっているところでございます。現在まで

24年の 10月以降ですけれども、相互間のつながりがなかなかスムーズでないという部

分や、それから営業時間の問題等さまざまなとこからも出ているところであります。

こういった課題が福祉関係とも密接に関連してまいりますけれども、交通弱者の足が

今具体的に個別な関係でこの後の質問にもございますけれども対応してきている部分

がございますけれども、なお引き続いて検討を進めてまいりたいと。不便を生じてい

る部分、その解決を進めていきたいというふうに考えております。 

○議長（鹿中順一君） ５番、茂呂竹裕子さん。 

○５番（茂呂竹裕子さん） 〔登壇〕 今お答えいただきましたけれども、そんな簡

単にはいかないのだろうというふうに私も押さえておりますが、高齢化も一年一年進

んでおりまして身体的能力というのがどんどん落ちてきておりますので、そのあたり

のことをご配慮いただきまして、できるだけ早く進めていただければというふうに思

っているところです。 

 それで、個人的にもよその人たちのおじいちゃん、おばあちゃんからの話を聞いて
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も、ハイヤーが非常に不便だと。乗りづらいと、おっかないと、不親切だというよう

な、そういうマイナスのことばっかり聞くわけですけれども、そういうようなことを

もし町長さんがハイヤー会社の方からお聞きになっていることがあれば、お聞きした

いなというふうに思いますが、ハイヤー会社の人たちは、そういう声をどのように受

けとめてらっしゃるのか、お聞き及んでおりますか。お聞き及んでいらっしゃるなら

お答えいただきたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） 今の部分につきましては、これまでもたびたびさまざまな方

からのご質問を承っております。特に私の記憶では今回死亡叙勲を受けられた柏倉さ

んが議会におられたときからそういった類の質問が続いております。その都度担当の

ほうでお話をさせていただいておるのは事実ですけれども、そういう声が引き続いて

時々聞こえてくるというのもまた実情でありますので、またその辺については改めて

対応を考えていきたいというふうに思います。 

○議長（鹿中順一君） ５番、茂呂竹裕子さん。 

○５番（茂呂竹裕子さん） 〔登壇〕 そこの部分が改善されると相当な利便という

ものが生まれてくるのではないかというふうに思っていますが、なかなかそれがうま

くいかないというところに町民の嘆きがあるところなので、ぜひともそちらのほうも

町長さんのほうから進めていただければというふうに思います。 

 次に移ります。混乗スクールバス利用者の要望に対して改善の努力はされているか

ということなのですが、まず一つ目、朝、美幌から乗って来て相生方面に乗り継ぐ場

合、数分の差で乗れないのだと。これは私も建設課長にも直接お話しもしましたし、

今年の予算委員会でもぜひそういう声を北見バスに届けてくださいというようなこと

を申し上げたのですが、その後どういうふうなお話になっているのか、改善されたと

いう話も聞いておりませんし、苦情をおっしゃる人が極めて少ないというようなこと

もあるのかもしれませんが、町としてどういう認識で、どう取り組まれているのかと

いうことについてお聞きしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） 混乗スクールバスの利用者要望についてでありますけれども、
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これは時刻表を見ていただくとわかるかというふうに思いますけれども、朝の北見バ

スの美幌津別線ですね、この便から美幌から津別に来られて、そして相生方面にさら

に向かう方、これはまちバスになりますけれども、ここの乗り継ぎがうまくいかない

というふうなことでございます。これ時刻表上では乗り継ぎが可能な状況です。３分

という短い時間ではありますけれども、時刻表上では乗り継ぐことができることにな

っておりますけれども、この美幌から来る北見バスが途中の乗降者がその都度さまざ

まおりますので、これに手間取りまして時間どおりに到着しないということが現在常

態化しているという状況でありまして、そしてまちバスのほうは、到着しないために

こちらのほうは定時に出発をするということでやっているところでございます。それ

で乗れない状況が起きているということです。それではまちバスの出発時間を遅らせ

てはどうかという考えが出てくるかというふうに思います。美幌から津別に着いたバ

スを待って、そして少し遅れて出て行くというふうにしてはどうかということになる

かというふうに思いますけれども、このまちバスにつきましては、相生に向かいまし

て、そしてまたすぐ津別に戻って来る便になります。そして、そのバスが今度は北見

バスの開成線と接続をいたしまして、北見に向かうダイヤとドッキングしているわけ

です。そこで今度開成線の北見バスが北見に着きますと、その便が今度は都市間バス

に連動しておりまして札幌方面に向かうバスとも続いているわけであります。そうい

うダイヤ編成がされておりまして、まちバスの出発時間を遅らせますと後ろのほうに

もすべて影響が出てきて、北見に今度行く人たちが乗れない、あるいは札幌方面に都

市間バスを利用される方が乗れないという、そういう事態が発生してくるわけであり

ます。 

そこで町といたしましても北見バスに対してダイヤの変更ができないか、北見バス

においてダイヤの変更ができないかということで協議をさせていただいたところであ

りますけれども、運行ダイヤの変更につきましては、他の多くのダイヤにも関連して

くるという、影響が出てくるということで困難でありますという回答を受けたところ

であります。 

そこで、今後につきましては、北見バスにおいて定時に運行がきちっと到着してい

ただけるように、そういう要請をするということと、もう一つは来年の４月に認定こ
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ども園が開園を予定しております。それで、そこの開園に向けて今度はまちバスの運

行経路と運行時間帯もそれに合わせて検討することになっておりますので、そうした

総合的な枠組みの中で運行時間の見直しを検討してまいりたいというふうに考えてお

りますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） ５番、茂呂竹裕子さん。 

○５番（茂呂竹裕子さん） 〔登壇〕 私、この３分の差で乗れないというのは、当

然だと思うのです。高齢化していますよね。そして私もそうなのですが動作がきびき

びといかない、階段をトントンと上がるわけにはいかないとか、そういうような事情

があって、この３分の差に無理があるのではないかというふうに思います。これを５

分差だとか、６分差だとか、遅れてずっときてしまえばもっと差が開くのかもしれま

せんけれども、この苦情をおっしゃっている方は５、６分あればというふうに、乗れ

るのだと。それを乗れないために半日以上投げられるのだと、居場所もないのにとい

うような非常にご苦労を切々と言われます。顔を見るたび言われるのです。何とかし

てくれたかと。私も避けられないときもありますので、何とかここのあたり努力はし

ているのだよと。努力しているのだけどこうでね、という話をしたいなというふうに

思いますので、しかし、この３分差というのは私は無理があると思います。ここは北

見バスとしっかりとお話し合いをして、せめて６分差ぐらいにしてもらえるようなあ

れにならないのでしょうか。そこら辺を確かにたくさん本数を走らせていますから、

いろんな絡みがあるとは思うのですけれど、これではたった３分、３分の差があると

いって遅れた人が半日もなげられると、一人で。そういう苦労というものもやっぱり

あるのだということをお伝えしていただければというふうに、これでもう３回ぐらい

私お願いしているのですけれども、ぜひ今後も引き続きお願いしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） これは北見バスの連携がございますので、なかなか簡単には

まいりません。これ北見バスのほうも例えば先ほどいいました津別に美幌から津別に

来て、津別からまちバスに乗って相生に行って、相生からまたＵターンして津別に来

て、そして北見バスに乗って都市間バスに行くという流れになっていますけれども、

この開成線、相生から津別に着いて北見に向かう開成線が以前は９時 30分だったので
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すけれども、これが９時 20 分ということで 10 分また短くなっておりまして、非常に

つながりが余計タイトな状態になってきていると。その中で町が苦労しながら実は運

行をしているという状態であります。この津別から相生に行くこの便は予約便です。

常時走っている便ではございませんで、大体一月に２人から３人ぐらい、同じ方では

ないのかなというふうに思いますが利用されているということで、極めて利用の少な

い便で運休もしているケースもありますけれども、そのような状態になってまして、

何とか例えば相生に着いて相生から出発するときに、運転手さんのトイレに行く時間

等々ありますので７分間というダイヤ上は時間があります。これは１分、２分という

ことで縮めることによって、ということは津別から相生に向かう便をその部分だけ遅

らすことができるという状況になりますけれども、それで間に合うかどうかという非

常にそのときのまた美幌から来る部分の場合によっては10分ぐらい遅れて来るときも

あるというふうに聞いてますので、結構きつい部分があるのかなというふうに思って

います。あわせて、これがまた冬ダイヤになってまいりますと、さらに美幌から津別

に来る部分が５分また遅れるような形になりますので、これになりますと対応がほと

んどできないというような状況になってまいります。どういう形でやればできるかと

いうことを、これからしばらくちょっと改善は明日、明後日にはできませんけれども、

それを今度解消して、今度認定こども園の関連するまちバスの運行経路とそれから運

行時間と、今度もう一度また考えなくちゃならいということになると、二度手間、三

度手間になってきますので、総体の中で今年度解決することにしておりますので、そ

の中で議論させて、検討させていただきたいというふうに思います。 

○議長（鹿中順一君） ５番、茂呂竹裕子さん。 

○５番（茂呂竹裕子さん） 〔登壇〕 大変なんだなというふうなのは前からわかっ

ていたのですけれども、月に２回お一人だというような、そういうお話ですが、多分

そうなんだろうというふうに思いますけれども、例えば観光客なんかが、美幌の駅で

降りて、バスに乗って阿寒まで行こうなんていうとき、阿寒バス直行で走っているか

もしれませんが、そういう津別に寄って、相生に寄って阿寒に行こうなんていうよう

な人たちがもし出てきた場合も、今回の方と同じような思いをされると。なんて不便

な町なのだろうというふうに、二度と来ないわということになるのじゃないかという
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ふうに思いますので、その辺できるだけスムーズに流れるようにご努力をいただきた

いというふうに思います。 

 次に移ります。先日、津別町相生地区行動計画というのをいただきました。どうい

うことをやれるのかなというふうに、前から調査をしているということは聞いており

ましたけれども、中身について見ました。さまざまな一人一人から要望をお聞きして

いろんな計画を立ててられるようですけれども、交通基盤事業というところを開けま

すと、平成 26年度に検討、実施という文言が書かれてありました。相生地区も過疎と

いうことで若い人たちがいない、それから高齢化が非常に進んでいてさまざまな問題

が出ているということは私もわかります。しかし、同様に本岐とか活汲などの地域で

もそのほかの農家の人たちもそうなのですけれども、そういうようなことでは同じよ

うな不便さが時間の差はあれ出てくるのだろうというふうに思いますので、本岐それ

から活汲、市街地周辺のまちなかを含めて今後相生地区のような取り組みがされるの

かどうかお聞きしたと思います。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） ご質問、通告をいただいていましたけれども、混乗スクール

バスの関係で今美幌相生のお話をさせていただきましたけれども、休日のイベント等

の関係は、よろしいでしょうか。 

（何事か言う声あり） 

○５番（茂呂竹裕子さん） すみません。飛ばしてしまいました。 

 相生からの、相生も上里とか混乗スクールバスの走っている所はそうだと思うので

すが、町のイベントに参加できないとか、あるいは買い物に行けないとか、あるいは

私もばあさんですので、例えばこの時期ですと隣町にいる孫たちが日曜日運動会なの

だけど、どうやって行こうかというような、そういう悩みがあるのではないかという

ふうに思っています。言ってみれば、大げさな言い方をしますと、相生の集落なんか

は日曜日は陸の孤島というふうになってしまうと思うのですけれども、そういった人

たちが例えばバスがあったらいいのになぁ、バスが出ていればいいのになぁというふ

うに思っていることはあると思います。しかし、町に対して混乗スクールバスに乗る

のも遠慮するような人たちが多いものですから、そういうところへの配慮が必要では
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ないのかというふうに思うのですが、この休日にバスを走らせるということについて

町としてはどうお考えなのかお聞きします。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） 今の先に休日のバスの関係についてお話しをさせていただき

ます。まちバスの休日におけるイベント見学、あるいは買い物利用、こういった要望

が出ていることは承知してございます。ただ、まちバスというのがスクールバスとい

う性格を持っておりまして、そのために日曜日、学校のない日曜日だとか、あるいは

祝祭日、それから年末年始、学校の休みの日、それから夏休みや冬休みなどの長期休

業中の火曜日と金曜日以外の日、それから乗車の予約のない日、これらは運休日とい

うふうに運休させていただいています。しかし、現在、町長が認めた場合というのが

ございまして、これはスクールバスという性格上、学校行事に限って臨時便を運行し

てございます。これを拡大して町の大きなイベントの際には町民の方と一緒に楽しん

でいただけるように臨時便の運行ができないかどうか今後ちょっと検討させていただ

きたいなというふうに考えているところです。 

それと、このまちバスの部分であわせてなのですけれども、実は公共交通の維持活

性化に向けた要請ということで毎年私鉄総連のほうから各市町村長に対して要請活動

が行われて、今年も行われているんですけれども、その中に幾つか６つほどの項目の

中に自治体運営のコミュティーバス等にかかわる事業者の選定にあたって国交省が示

したコミュニティーバス導入にあたってのガイドライン、これは国交省が 2009 年です

から平成 21 年の 12 月に出したガイドラインですけれども、これをちゃんと守ってほ

しいという要望が毎年まいっております。その中で、それはどういうことかというと、

要するに路線バスと実質的に競合することのないようにという内容であります。それ

から委託にあたっても、金目の分だけで物事を考えないようにと、利便性だとかその

地域の実情だとか、そういったことをしっかり対応して、そして路線バスと競合する

ことのないようにお互いに連携をとってやるようにというのが国交省のガイドライン

なものですから、これをちゃんと守ってほしいということですので、これを頭に入れ

ながら先ほど言いましたまちバスと北見バス、そして地元の津別ハイヤー、こういう

ところときちっとそれぞれの関係を保ちながら物事を進めていくということになりま
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すので、今回のこども園の部分についてもそれらも頭に入れながら編成をしていくと

いう形になるといことでご理解をいただきたいというふうに思います。 

それから、相生地区行動計画上の交通基盤事業ですけれども、これほかの地区にも

検討しないのかということでございますけれども、ご承知のように今年度は総合計画

後期実施計画の策定年でございまして、交通問題ばかりではなくて相生地区以外の集

落についても地域コミュニティーのあり方を改めて検討することとしてございます。

これについては既に本岐、活汲地区に対しても担当課においてこう後期実施計画の策

定に関連して進め方の説明を行っているところでありまして、今後この交通問題も大

きな要素になってまいりますので、地域と話し合いを深めながら解決の方向を探って

いきたいというふうに考えております。 

○議長（鹿中順一君）５番、茂呂竹裕子さん。 

○５番（茂呂竹裕子さん） 〔登壇〕 休日のイベント等、参加が増えるというよう

なこともあるのかなというふうに思いますが、逆に例えば去年相生の集落が何十年ぶ

りかでお祭りをしたというようなこともありまして、津別町内の市街地の方たちもた

くさん行っていらしたのですが、逆にそういうものも増えていくのかなというふうに

思いますので、もしというか、できれば休日にそういうイベントのあるときには臨時

バスを走らせていただければなというふうに思っています。 

 それから、③の相生地区の行動計画ですが、今お話を聞きまして初めてこういうあ

り方を検討しているということでしたので、所管が違って耳に入っていなかったとい

うことだと思いますので、ぜひ本岐地区、あるいは活汲地区、時間の差があると思い

ますが同じようなことになると思いますので、ぜひ小学校の跡地利用も含めたお考え

をあとで示していただければというふうに思います。この問題はこれで終わります。 

 次に、芝ざくらの管理についてお伺いします。開基 100 年塔の丘の芝ざくらなので

すが、今年は非常にきれいでなかったというか、まだらでどうしたのかねぇというふ

うに心配して見ておりました。21 世紀の森が町に移管されましたり、公園全体の一体

的な管理を考えていかなければならないというようなお話も以前ありましたので、そ

の中でどのようにあの芝ざくらが位置づけられるのかなというふうに心配をしており

ます。急斜面で手入れも非常に大変だというふうに思いますし、冬は町民スキー場に
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なりますから雪の少ないときは芝ざくらにもかなりの影響があるのではないかという

ふうにも思います。そして以前、花の色が濃くてなかなか繁殖力がないと、弱いとい

うようなことで雑草に負けやすいということもありますので、相当の手入れをしなけ

ればあのきれいに咲かせることはできなのだろうというふうに思います。この間ちょ

っと行って見て来たのですけれども、手入れをしている女性の方、振興公社の方なの

ですがお二人手入れをされていました。塔の下の芝ざくら今年あまりきれに咲いてな

いねというふうなお話しをして言いましたら、あそこは手入れをしなくていいと言わ

れて今年からと言ったかしら、言われていますということで、道路の脇の芝ざくらの

草を取っておられたのですが、見るからに広い芝ざくらですよね、塔も含めますとも

のすごい広大な芝ざくらで道路側から見えない部分もたくさんありますので大変手が

回らなくて大変なんじゃないかというふうに思いました。今後ももし芝ざくらを全面

開花させようというふうに思っているなら、やはり苗を植え替えたり、人を増やして

手入れをもっとするというようなことがなければきれいに咲くことはないのだろうと

いうふうに思いますが、今後開基 100 年塔の丘の芝ざくらは、どのようにされようと

いうふうに計画されているのかお聞きしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） 二つ目の芝ざくらの管理についてであります。現在、自然運

動公園内の芝ざくらの管理につきましては、公園全体の管理を含めまして株式会社津

別町振興公社に委託しております。５月１日から 10 月 31 日まで２名体制で雑草取り

などの作業を中心に維持管理を行っているところでございます。 

 平成 16年ころから根切り虫が発生いたしまして、芝ざくらが枯れるなどの被害が出

始めまして、殺虫剤の散布などの防虫作業を行いましたが期待した効果はなく徐々に

傷んできているところでございます。 

 また、平成 19年ころから雑草の繁茂が著しくなりまして２人の作業員では対応でき

ない状況になっていったところでございます。このようなことから、平成 21年から芝

ざくらの状態の良い工芸館から野球場に上がる道路の両サイドを重点的に管理するこ

とといたしまして、町民スキー場斜面の芝ざくらにつきましては、状態のいい所だけ

移植用として管理しているところでございます。 
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 したがいまして、状況の良くない部分については雑草のほうが勝ちまして、まだら

な状態となり、これを復活させるには表土をとりまして、根が１メートルにも及ぶ雑

草の処理を行った後に、芝ざくらを移植するということになります。現在の管理状況

では、いずれ町民スキー場斜面の芝ざくらは消えていくものというふうに思われます

けれども、今年度において自然運動公園、21 世紀の森、それから河岸公園の再整備構

想を策定するということにしておりますので、この中でこの芝ざくらの問題について

も検討してまいりたいというふうに考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（鹿中順一君） ５番、茂呂竹裕子さん。 

○５番（茂呂竹裕子さん） 〔登壇〕 私よく見える所に住んでおりまして、あら、

今年はどうしたのでしょうねというふうに思っていたのですが、５年も前からあそこ

の所を手入れしていなかったというのはちょっと知りませんでしたので今驚いていま

す。春になると、双子の桜もそうですが、駐車場の所に桜が非常にきれいに咲きます。

そして、次は桜が散りますと芝ざくらにバトンタッチだねというふうに考えておりま

した。以前は、木材工芸館の前に大型の観光バスが止まっていたりして、観光客が芝

ざくらのほうに上って行ったりもしているのも何度も見ておりましたので、よもやあ

あいう状態になるというふうには全然思ってなかったのです。 

先ほども申し上げましたけども、あの広大な芝ざくらを管理するにはとても２人と

か３人とかの人数では間に合いません。そのところをどういうふうな位置づけにする

か、というふうに全体的な３公園の管理についてお考えになるときに、もし続けるの

であれば、例えば滝上や大空町というまでにいかなくても、町から見てあの丘がピン

クにきれいになっているということは人々の気持ちを明るくさせるというふうに思い

ますので、もしも続けられるのなら手入れのほうをしっかりとやっていかなければい

かないというふうに思います。このことについてはお考えをお聞きしましたので、も

うご答弁はいりません。 

 続いて、三つ目のふるさと納税の拡大についてに移らせていただきます。ふるさと

納税は 2008年に始まり出身地などの任意の地方自治体に寄附する制度です。5,000円

を超える部分が住民税の控除対象であったというふうにあります。2011 年に控除の対
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象が 2,000 円を超えるという部分に増えましたので、ふるさと納税が盛んになってい

るのであろうというふうに考えておりますが、津別町のふるさと納税の件数、それか

ら金額は増えているのかどうかお聞きをしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） 三つ目のふるさと納税に関してのご質問にお答えしたいと思

います。この制度につきましては平成 20年度から始まったものでありまして、各年度

の実績につきましては、平成 20年度が 19 件 88 万円、21年度が８件 40万円、22年度

が 13 件 109万円、23年度が３件 65万円、24年度が４件 67 万円、そして昨年の 25年

度が８件で 115万円というふうになっておりまして、６年間の合計では 49 件の 484 万

円というふうになってございます。特に 25 年度は 50 万円の大型寄附が２件ございま

したので、大きな額になっているところでございます。件数だけで…、はい、以上で

ございます。 

○議長（鹿中順一君） ５番、茂呂竹裕子さん。 

○５番（茂呂竹裕子さん） 〔登壇〕 今お聞きしたのですが、あまり変化はないの

かなというふうに思います。なかなかふるさと納税というのはやり方も私自身もわか

りませんし、興味のある人というか、よほどふるさとを思っている人でなければなか

なか寄附をするということは難しいのかなというふうに思います。私今回この問題を

取り上げたのは、今年の２月６日の言っていいのか、北海道新聞にこんな大きな記事

が載っていまして上士幌 10 倍、栗山 20 倍というふうに書かれて、急増した市町村と

いうことで５つの町と、それからこの管内でいえば紋別市が急増したという 3.4 倍に

増えたというようなことで載っていました。 

この新聞によりますと、十勝の上士幌町は、2012 年に 969 件で金額が 1,596万円だ

ったそうですが、2013 年、去年 9,900 件で１億 8,400万円ということで 10倍に急増し

たと、この記事で書いてあります。そして人気の秘密は１件１万円の寄附につき 3,000

円から 5,000 円の特産品が寄附するたびに１年に何度でも受け取れる。特典のメニュ

ーは、ステーキセットやじゃがいも詰め合わせなど 10 種類、町内産品から選べると。

この 10 種類はちょっときのう私、人に頼んでネットで調べてもらったら 25 種類あり

ました。ステーキセット、じゃがいも詰め合わせから子羊１頭というものもありまし
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た。20 万円の方には、２名に限り子羊を１頭をあげますというようなネットでは書い

てあるのです。そういうことから町内の産品から納税した人が選べるということから

１人で複数件寄附してくれる人が多いのだそうです。それも寄附も大変ありがたいの

ですけれども、ふるさと納税を通じて地域、上士幌町の特産品のＰＲにもなって売れ

行きが伸びている上に事務経費を除いても 6,000 万円以上が町の新たな歳入となって

いるというふうに書かれているのです。道内で特典を設けているのは 58 市町村、2012

年度は８億 2,000万円、08年度に比べて７割増ということだそうです。そういうこと

もありまして、一方で道内の３分の２の市町村は寄附本来の精神を大切にしたいとい

うことで特典を設けていない。津別町もそういう方針だったように思いますけれども、

以前山内議員のご指摘があって、その後何か贈っているというようなことを聞きまし

たが、どのような特典を用意されているのか、それが寄附件数が増えるような反応が

あったのかどうか、そこら辺をお聞きしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） 寄附についてのお礼の関係でございますけれども、ふるさと

納税につきましては先ほど言いましたように平成 20年から始まっております。お礼に

つきましては、23 年度から送付してございます。最初の年は、相生のそば、それから

みそ、それから相生で採取されたはちみつの３つでありまして、送料込みで１件 5,000

円弱のものを贈っておりました。24 年度につきましては、はちみつのみということで

3,000 円程度のものを贈らせていただいております。そして、25 年度はさんさん館で

作成いたしました津別セレクション、この中からいくつかのパターンがありますけれ

ども１件2,500円程度のものを今贈らせていただいているところであります。25年度、

今年は、まる太くんの紹介も含める意味でまる太くんのシールが入っている津別セレ

クション、これを送付しているところでございます。 

そして、先ほどお話ありました昨年の９月議会で、佐藤議員さんのほうから予算質

問の中でもっと積極的にというご提案があったところであります。今年度につきまし

ては、ふるさと納税を行ってもらった方に贈るものですけれども、今議員のほうから

もおっしゃられましたけれども、実は８月に津別町のホームページを更新する予定に

なっておりまして、そのリニューアルにあわせて選択できるようにほしいものという
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のですか、この中から選んでくださいという形でその品物をホームページ上に載せて、

そこから選択してもらうというようなことを考えているところでございます。 

 所得税、あるいは住民税における税額控除は2,000円を超える部分でありますので、

それ以上のお礼や特典を設けるということは制度上どうなのかなというか、疑義が生

じるところでありますけれども、魅力ある特典により多くのふるさと納税を集めてい

る県や市町村もご紹介されましたとおりありまして、ランキングをテレビやウェブサ

イトでよく皆さんが見られているというのも事実だろうというふうに思います。今後

魅力ある特産品により津別町を宣伝するだとか、あるいは新製品のモニターになって

もらうだとか、それから宿泊券を出して実際に津別に来てもらうだとか、そういった

ことで、単なるお礼だけではない活用方法も考えられるというふうに思いますので、

今後とも注目されているふるさと納税について寄附を広げる施策を考えてまいりたい

というふうに思っております。 

○議長（鹿中順一君） ５番、茂呂竹裕子さん。 

○５番（茂呂竹裕子さん） 〔登壇〕 ネット上では、例えばお名前の上がっている

先ほど申し上げました上士幌町は実に 25 種のセットメニューがありまして、１万円、

５万円、20 万円ということで、そういうたくさんいただける方にはもっとすばらしい

ものを贈りますというような、それも通年でして、１回ではなくて２回贈っても３回

贈ってもそのたびにお礼がもらえるというようなことで、テレビなんかでも私前見ま

したけれども、若い主婦の方がネットに向かいまして、パソコンに向かってどこどこ

では何が出しているというようなことを交流するのです。ネット上ですので、口コミ

というかどうかわかりませんが、そういったことで私も例えば何々、どこどこからも

らいましたよ、１万円出したらこんなものをくれるのですよというようなことが行き

交っているのです。この時期は焼き肉が食べたいから、じゃあ上士幌に納税しましょ

うと、暑くなればすいかがほしいから当麻町にしましょうとかいうようなことが恐ら

く行き交っているのだというふうに思います。今町長さんが何品かのメニューを今検

討していらっしゃるということですので、ぜひその方向で小さな町が津別町なんて、

東京に行っても誰も理解もしれくれませんし、本州へ行っても九州なんか行くと、そ

んな所あるのかいみたいな言われ方で、汽車が走ってないのでしょう、熊で来たので
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しょうなんて、そういう言われ方も過去にしたこともありますけれども、そういう津

別町という町が北海道の山の中にありますというようなことで、こんなことで農業、

農産品や木工品などをつくって頑張っていますよというようなことも発信していけれ

ば、納税してくださる方も増えるのじゃないかと思います。 

 この何かインターネットで手軽にふるさと納税ができるサイトというのもあるそう

ですので、ぜひ我が町もそういうところにサイトに加盟していただいて、納税を手軽

にしていただくという方法もいいのかなというふうに思います。このサイトを運営し

ている方がふるさと納税をしている人は 100 人に１人にしかすぎないのだと。伸び代

が大きいよということもおっしゃっていますし、それから特産品の豪華さを競うので

はなくて市場に流通しない隠れた産品の価値を高める手段として活用するなど自治体

としての知恵が試されているというふうにもおっしゃっているそうです。ぜひネット

に並べば自動的に寄附が増えるというふうにはならないのかもしれませんけれども、

もらった人が喜んでお友達に紹介してくれたりするようなことを信じて、少し時間が

かかっても寄附してくださる方が増えるような方策をぜひお考えをいただきたいと思

います。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） そのようなことで対応してまいりたいというふうに思います。

ちなみに、先だって 25年度のふるさと納税の寄附金、これの全道の集計表が手元に届

いたわけなのですけれども、これを見ますとオホーツクには18の市町村がございます。

その中で、寄附金の額だけでいきますと津別町は 18 市町村中 12 番目というようなこ

とで、先ほどの数字でいきますと８件 115万円が 25 年度の入ったお金ですので、その

金額でいきますと 18 中 12 位という状況でございました。上は１億円になっている所

から下は 20万円からということで、さまざまな状況ですけれども、この１億円は特殊

な事情があったようですけれども、大体 200万とか 300万、400万の所が中心になって

いくのかなというふうに思います。そのために、ウェブサイトにも載せたいというふ

うに思っていますし、また、この３月に定年退職になって商工会に行った事務局長の

ほうからもこの内容、担当するところでもありましたので、商工会としてもいろいろ

考えていきたいということで話もされておりますので、そこも少し期待をしながらま
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た取り組みを進めていきたいというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

              休憩 午後 ２時 18分 

              再開 午後 ２時 30分 

 

○議長（鹿中順一君） 休憩を閉じ再開します。 

 休憩前に引き続き一般質問を行います。 

 次に、８番、谷川忠雄君。 

○８番（谷川忠雄君） 〔登壇〕 それでは先に通告の質問をしますので、答弁をよ

ろしくお願いいたします。 

 つべつ３公園にシベリア桜の森等を新たにつくってはということでございます。今

年４月に道立 21世紀の森は町に移管となり、市街地から至近距離にあるつべつ３公園

は町民の利用度も高く、かつ、近隣市町からも好評を博しているので、本年度以降は

今後を見据えて、３公園の一体的な利用とあわせ、町民のいこいの森の再整備を検討

することとしております。 

それにあわせまして、全国、全道に名をはせている「愛林のまち」のさらなる充実

を期し、かつ全道的、管内的にも珍しく、鈴なり満開の見事な花をつけるシベリア桜

の森を、または丘でも結構です、本区画の中に適地を新造成して、町民の花見の見ど

ころと、懇親・憩いの広場の新名所づくりをぜひ計画すべきと思うが所見を伺いたい。 

 また、あわせまして、津別に自生する約 100種類の木々を山取り等により新植して、

「つべつ 100樹（寿）の森」、俗称では長生きの森といいますか、そういうふうなもの

を隣接適地に年次重点計画により造成する等の方法を模索すべきことを提言いたしま

すので、総合的な見地から検討をいただきたいと思います。 

 よろしく答弁をお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） 谷川忠雄君の質問に対して理事者の答弁を求めます。 

 町長。 

○町長（佐藤多一君） それでは今ご質問を受けました部分につきまして答弁をさせ

ていただきます。 
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 シベリア桜による例えばということですけれども新名所づくりでございます。今議

員がご指摘になりましたとおり道立 21世紀の森の移管に伴いまして、本年度において

３つの公園、これは議員がいいます 21 世紀の森、それから自然運動公園、河岸公園、

この３つでございますけれども、ここの再整備と利活用の具体的構想を本年度におい

てまとめることとしているところでございます。 

 この公園につきましては、町民の健康増進や憩いの場、町のシンボル、観光的利用、

林業への貢献などさまざまな面で利活用できる可能性を持っておりますが、公園とし

て有効に利活用されていない場所や 30年経過による施設の老朽化なども進んでいると

ころでございます。そうしたことから関係する部署による横断的な協議検討を行い、

構想段階から町民の参加を願い、専門家を交えてリニューアル構想への適切な評価と

判断を受けたいというふうに考えているところでございます。 

 シベリア桜の森の造成につきましては、双子の桜の木の治療に当たっていただきま

した樹木医の鈴木順策先生ですけれども、この方は公益財団法人日本花の会、桜の名

所づくりアドバイザーでもございます。この公園を桜の名所にすべきという提言も受

けておりますので、引き続きご協力をお願いしようというふうに考えているところで

ございます。 

 ただ、鈴木先生のほうからは、北海道に自生していない樹種は病気の原因になると

いうふうに言われておりまして、シベリア桜は中国北部原産地の落葉樹でありまして、

いわゆる外来種でありますので、慎重に検討してまいりたいというふうに考えており

ます。 

 次に、つべつ 100 樹（寿）の森づくりについてでありますけれども、町有林の中か

ら該当する樹木を搬出するためには、根切りなどのため機械を入れまして、場合によ

りましては周りの木も伐採しなければならないことも考えられます。また、目的地ま

での運送を含めた 100 本ということになりますとかなりの費用を要するというふうに

考えられます。現在、旧丸玉工場用地におきましてさまざまな広葉樹の植樹が始まっ

ておりまして、会社の樹木園構想が実行に移されているところでございます。100 樹の

イメージは、町なかのこの場所においても相当程度実現されるものと考えているとこ

ろでございます。 
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 また、先の産業福祉常任委員会の町内視察の際にも説明させていただきました森林

Ｊ－ＶＥＲクレジット購入者を対象といたしまして、上里町有地をフィールドといた

しました津別の木の植樹・育樹等の森づくり体験を提供いたしまして、将来の里山形

成を目指すということにしているところでございます。 

 この３公園内の津別の木の植樹につきましては、先に述べましたリニューアル構想、

この中でどのような形態が可能なのかということを検討のテーマの一つにさせていた

だきたいというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（鹿中順一君） ８番、谷川忠雄君。 

○8番（谷川忠雄君） 〔登壇〕 町長の答弁で要点を含めて一定の理解はいたしまし

た。それで、的を絞りまして再質問をいたします。 

 まず、シベリア桜の関係ですけども、双子の桜の関係の答えもありましたけれども、

この桜については非常に老木化していると。樹木医にかかっておりますけども、もう

すぐ寿命がくるのでないのかなというふうに危惧をしております。今後、後継木を含

めてとりあえずどのようにこの点については考えているのか、まず伺いたいと思いま

す。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） 双子の桜の関係につきましては、可能な限り保存したいとい

うふうに思っていまして、樹木医の鈴木先生に処方箋を書いてもらったわけです。相

当分厚いものでありまして、かなり専門的な詳しいデータを基にしてつくられており

ます。その１年目が 25 年度終了いたしまして、切る所は切るということで、切除も含

めてやりました。それと、下の土も入れ替えまして肥料も入れて、そして今年の桜は

かなり元気になって咲いていたというふうに聞いているところでございます。そうい

う根を踏まれるのが嫌な樹種だというふうにも聞いておりますので、子どもたちを活

用したそこで花畑を周りに、花を植えて根を踏まないようにするだとか、そういう方

法も先生のほうから提案をされているところでありまして、引き続いて２年目、３年

目の対応に入っていくことになるというふうに思います。 

 昨年、切除したりしまして、まだまだ十分これから皆さんを楽しませていけるとい

うお話を聞いたところではありますけれども、その際に現地でいろいろ先生とお話し
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した際に、津別町は非常に桜の名所づくりに適していますよというお話もされまして、

ぜひそういう取り組みをされてはどうでしょうかというお話を受けました。周りの今

植えている木、桜の木も相当ありますけれども、大変すばらしいという部分と合わせ

て、てんぐ巣病という病気にもかかっている桜の木も相当数あるということで、これ

は補正予算をお願いして枝を切除したり、場合によっては木ごと切除しなくちゃなら

ない部分も出てくるかと思いますけれども、この 11 月とか 12 月とか、そういう時期

にそういう予算措置のもとに対応せざるを得ない状況になっているのかなというふう

に思います。原因として考えられるのは、先生がおっしゃっていましたけれども、自

然運動公園をつくるときに、亡くなられました山本課長さんとも随分親しくいろいろ

話をしていたようでございまして、そのときのお話も承っております。先生が言われ

るのにはもしかして、当時の苗木そのものに外来種の部分が若干混じっていたのでは

ないだろうかというようなこともあって、それが一つの原因になっている可能性もあ

るというようなお話もされたところですけれども、今度桜の名所をつくるときには、

しっかり苗木を選定して、そして斜面にずっと植えていくようにしていったらどうだ

ろうかと、そして町の人たちが花見もそこでできるようにというふうに、どうでしょ

うかというお話を受けまして、今度構想を立てるわけですけれども、そこで議員もご

承知のパークゴルフ協会のほうに場合によっては、そこにこれから桜の木を植えるよ

うなことになるので、来年以降はパークゴルフ場としてそこが使えなくなるかもしれ

ませんので、ご承知願えませんかと言ったところ、わかったということになっており

ますので、そういう形で名所づくりに取り組んでいきたいなというふうに思っており

ます。 

○議長（鹿中順一君） ８番、谷川忠雄君。 

○８番（谷川忠雄君） 〔登壇〕 今答弁ありましたけれども、双子の桜をこれ我々

が子どものころからあったものですけども、これを大事にするということについては

異論はございません。ですけども、何ぼ手当てしてもやはり寿命があります。ですか

ら、結局その後を言ってみれば二本並べた後継木にするのか、もろもろ方法論いっぱ

いあると思いますけども、そういう方法が不可能であれば、私はシベリア桜をもっと

増殖をして植えれば一大名所のある公園になるのでないかなというふうに考えていま
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す。 

それで、シベリア桜を植えるにしても、既存木が結構たくさんあります。ですから

これを生かしながらシベリア桜との混交林にしたり、シベリア桜街道といいますかロ

ードといいますか、そういうふうな周遊的なそういうふうなものも中身としては十分

検討に値するのでないかなと。特に国道からの見せ場をつくるのがいいのでないかな

と、表面だけの話ではないですけども、そういうふうなこともいろいろ考えています

ので、その点についてちょっと伺いたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） 双子の桜の後継木につきましては、これも先生の診断書の中

にも入っておりまして、一つは町有林の中からいいものを２本持ってきて並べてやる

ということも可能かというふうに思いますけれども、できることなら今の双子の桜か

ら種からゆっくり育てていって、遠い先の話になるけれども、これはまさしく双子の

桜の子どもということで成長を促していくほうがいいのではないだろうかというご指

摘も受けておりますので、そういういずれかの方法を選択するような形になるのかな

というふうに思います。 

 シベリア桜のほうにつきましては、先ほどいいましたとおり外来種ということもご

ざいます。確かに非常にきれいな色をしまして、役場の正面玄関にも１本ございます

けれども、あそこを歩いていると確かに丸いつぼみになってからだんだん開いていき

ますけれども、いいなぁとは私個人も思っているのですけれども、慎重にこれはほか

の桜を植えるような形になりますので、それとシベリア桜がどういう関係になってい

くのかということも、やっぱり専門的なご意見を聞きながら進めてまいりたいなとい

うふうに思います。 

○議長（鹿中順一君） ８番、谷川忠雄君。 

○８番（谷川忠雄君） 〔登壇〕 私はシベリア桜に特におすすめする理由は、花が

きれいなことは当然ですけども、開花としては山桜が咲いてからシベリア桜になるの

です。ということは結局、あの山一帯というか地域一帯が結局花見の名所として長い

期間使えると、津別の売り出しの名所に十分なり得るのではないかなと。既存の中で

は非常にやはり本数不足で、気をつけて見なければなかなかということで、まだ気が
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つかれない方もいるかなということで、その辺については焦点を絞ってお話しをして

おきたいというふうに思うところです。 

 それで、外来種だというふうなことで、それについてはわかっておりますけども、

シベリア桜も言ってみれば小南町政のときに開基の前後くらいから植えてもう 30年た

って、もうすっかり地域に根付いていると。外来種ということになればほかのものだ

って結構広葉樹で外来種は結構あったり、針葉樹も外来種結構あります。ですから私

はそこまで固執をしなくても、やはり見た目にきれいで、町の売り出しに非常なプラ

ス効果があるのであれば、管内、全道にいっぱいあるのなら目立たないのですけども、

ないものを先出しできちっとつくるというふうなことが必要でないのかなということ

で申し上げているわけでございまして、私の自宅にも一応桜はありますけども、町内

にも町長もいろいろあっちこっち回られて見ていると思いますけれども、町内各種に

も結構根付いておりますので、その辺についてぜひとも構想の中に検討をされて、経

費面、管理面の問題もあると思いますけども、総合的な部分について十分検討をいた

だきたいということを申し上げておきます。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） 鈴木先生、それからその前２年ほど来ていただいてます札幌

から笠先生も来られていて、お二方とも同じようなお話をされております。多分専門

家の見方というのは、やっぱりそれはそれなりにあるのだろうというふうに思います

ので、そして名所づくりをやって外来種の関係で失敗をしたという所も聞いておりま

す。ですから、これは生態系の問題もありますので慎重に聞いて、そして皆さんが楽

しんでいただけるような名所になるようにつくってまいりたいなというふうに思って

いまして、今私にこれ以上シベリア桜の知識について、これ以上深いものは持ってお

りませんので、やはり専門的な先生とのお話をしながら進めていきたいというふうに

思っています。なお、そのときに、これから 21世紀の森、いわゆる議員おっしゃられ

る３つの公園、そのリニューアル構想が専門家というのはまた別なランドスケープを

中心とした方との契約もこれから入ってまいりますけれども、その方と、そこの会社

と鈴木先生の思いというのは、またこれまちまちでしたらこれは困りますので、やは

り鈴木先生とその新たに契約するところ、そして景観を含めたところ、それと地域の
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お母さんたちの遊び場としての要素だとか、それらを一緒に話し合える場所というの

はやっぱり持つ必要があるだろうというふうに思います。そういう中で、つくり上げ

ていきたいなというふうに思っております。 

○議長（鹿中順一君） ８番、谷川忠雄君。 

○８番（谷川忠雄君） 〔登壇〕 町長のお話で大体はわかりましたけども、専門家

の意見も確かに大切なことなのですけども、町民の目だとか素人の目も結構大事でな

いかなと、その辺もしても十分に参酌をされて、この部分については精査、検討をい

ただきたいというふうに申し上げてこの部分については終わりたいと思います。 

 次に、100樹の森というか、丘というか、そのことについてでございます。まず、植

栽については、運送を含めかなり経費がかかるというふうなことを答えとしてなって

いますけども、これちょっと視点を変えれば、結局成木を運搬するとこれ大変なこと

です。ですから１、２メーターの低木を主体に考えた場合には、経費安になるし、運

搬その他もそんなに手取りで運べるのではないかなというふうに考えていますので、

それとあわせまして、国有林、道有林、大面積がありますので、町からこういう所に

実はということで協力を依頼すれば応分な協力はしてもらえるのでないかなと。あと、

住民の一般に協力を求める方法やなんかもいろいろあるかと思うし、今であれば町の

林務のＯＢの人だとか、営林署関係のまだＯＢの方います。今ならこういう方たちも

協力して、いろいろ知恵や労力を絞ってくれるのではないかなというふうに思います

ので、ちょっとこの辺について最初質問をしておきます。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） 確かに低木を運んで来てそういうものをつくっていくと、お

考えになっているのは、恐らくこの３つの公園のどこかの中でということだというふ

うに思いますけれども、最初にお答えしましたのは、その３つの公園の中につくるこ

とも一つの方法だと思いますけれども、せっかく今丸玉産業さんが旧工場跡地にその

ようなことで、実は町有林の中にもいい木があれば分けていただけないかというお話

だとか、各いろんな所に話を社長のほうからしているようです。今回去年植えられた

のは、いろんな造林会社等々から寄附を受けているということで、それらが既に 100

本以上植えられている状況です。広大な用地ですので、まだ森だとかそういう状況に



 ― ６３ ―

はなっておりませんけれども、今後もそういうことが進んでいく計画になってござい

ます。近くに行きましたら植える場所もマーカーで付けられていたりとかやっており

ますので、そういう所に町も協力をしていったほうがいいのではないのかなという考

えも持っています。そのことによって、まさしく町の真ん中にありますので、いろん

な方たちがこども園もそこにできますし、ちょっと後ろのほうに行きますとケアハウ

ス等々もあります。そういう人たちが、その森に足を運ぶということのほうが近間で

よろしいのではないかなというふうに思っていますので、そういう方向に進んでいっ

てはどうかなというふうに現在の段階では考えておりますし、また、もう一つは先ほ

ど言いましたようにＪ－ＶＥＲクレジットで買っていただいている会社だとか個人だ

とかいろいろおりますので、そういう人たちが津別の山づくりに参加したいというこ

とのために上里の地を提供しようということでありますので、そういう中で先ほどの

苗だとか低木だとかランダムにずっと植えていって、そしていい森をつくっていくと

いう、これはあそこの道道沿いから見える所でありますけれども、そうするとランプ

の宿、そういう所に行く途中も楽しめるようになっていけばなというふうに思います

ので、その二つを進めていってはどうなのかなというふうに今、現段階では思ってい

ます。ただ、構想の中で３つの公園のリニューアル構想の中で、これに似たような形

で、ここにはこういうふうなものをやっぱり配置したほうがもっといい感じになると

いうようなことも出てくるかというふうに思いますので、そういった中でも協議が、

あるいは検討ができるような形にしておくのが望ましいかなというふうに思っており

ます。 

○議長（鹿中順一君） ８番、谷川忠雄君。 

○８番（谷川忠雄君） 〔登壇〕 町長の答えで丸玉さんも丸玉の森づくりというか

仮称ですけども、こういうふうなものをやられるという話も我々も聞いてましたけれ

ども、町との二頭引きで、両方やっぱり整備するというのはちょっと屋上屋かなとい

うふうな形で、丸玉さんが大体のいいところをつくってくれるのであれば、これ当然

住民解放がなされるのかどうかについて質問をしておきたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） 住民解放はされるというふうに認識しております。森づくり
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の何ていいますか丸玉さんがお考えになったのは、近間にこども園ができるというこ

とで、それであれば子どもたちがさらに足を延ばして憩いの場所になるようにという

ことですので、それは子どもだけということではありませんので、町の人たちが散歩

をしながらそこにたたずむといいますか、そういうことになっていくのだろというふ

うに思います。社長が言われてましたのは、苗木から植えてやっていくというのはし

ばらくかかるので、それなりの大きさの木をやっぱり植えていきたいというふうなお

考えのようですので、意外に森らしくなるのはそんなに 50年も 100 年も先ということ

ではないのではないかなというふうに思います。 

○議長（鹿中順一君） ８番、谷川忠雄君。 

○８番（谷川忠雄君） 〔登壇〕 大方のところは理解いたしました。それで、今回

の丸玉さんや何か含めてやれられていない部分で成り木の森というか果木の森という

かいろいろ実のなる山の木がいっぱいあります。例えばクルミだとか山ブドウだとか

コクワだとか、山イチゴはつくりイチゴに比べるとちょっと見劣りしますけども、ク

ワの実だとか、昔慣れ親しんだ、そういう食べられる樹木もいっぱいあります。子ど

もさんのいろいろ元気に和むというか、山をめぐってそういうふうなものをとるだと

か、そういう成り木の森みたいなものも一角に樹種はたくさんでなく、一種類やっぱ

り 10本や何本か必要だと思いますけれども、こういうふうなものを構想の中に入れて

もらうのもいいのかなと。当然自然木ですから管理費かけてどうこうという、散策路

程度は必要かもしれませんけれども、いちいち管理に金をかけるという形でなく自然

植生に任せると。通常山にあってもほとんど元気にみんな育っていると思います。こ

ういうふうなものも構想の中に入れてみてはどうかなということを申し上げておきた

いと思います。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） 実のなる木ということで、こちらのほうが多めになってくる

のだろうというふうに認識しています。議員がおっしゃるように鳥が飛んで来たりと

か、そういうふうになるように、今こども園の園内の中に植える木も実のなる木とい

うことが意識されているというふうに聞いております。実は、数件ほど私のところに

も紹介といいますか電話等がありまして、木を寄附したいというふうな方がこども園
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ができるので、そういうお電話が数件来ているのですけれど、すべてオンコなんです

よね、それで、実は実のなる木というのを想定しているものですから、大変ありがた

いのですけれどもということでお断りしている状況でありまして、別な所でほしいと

いう会社ももしかしてあるかもしれませんので、そちらのほうに紹介を回したりして

いるところですけれども、そういう形で子どもにも皆さんにとってもやはり安らぎ与

える広葉樹中心に植えていくことになるというふうに認識しております。 

○議長（鹿中順一君） ８番、谷川忠雄君。 

○８番（谷川忠雄君） 〔登壇〕 全体をとおして町長のほうもいろいろ多面的にわ

たって構想や検討も頭の中にも考えられているというふうなことで大体拝聴いたしま

したので、私の言った部分についても意のあるところは十分酌み取っていただいて、

構想、実現に向けて努力をいただきたいということで終わりたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 次に、７番、山内彬君。 

○７番（山内 彬君） 〔登壇〕 それでは、先に通告の質問について１点質問させ

ていただきたいと存じます。 

佐藤議員、それから篠原議員からもこの関係について一部ございましたけども、そ

れを踏まえて質問させていただきたいと思います。 

町長は８年目の任期が今年度というふうになっております。公約や毎年町長の示さ

れております町政方針の中では、この少子化対策について重点政策としてあまり触れ

られていなかったのではないかというふうに見ております。そうした中で国も挙げて

この人口問題については非常に神経をとがらせて、これから政策を立ち上げようとし

ている状況にあります。本町としてもこの少子高齢化については何度も結果、将来予

測についてそれぞれ聞いておりますけども、特に次代を担う子どもたち、この育成す

る環境整備をやはりこれから本気でやらなければ、この津別の人口減についてはなか

なか歯止めがきかないのではないかと考えられるところです。そうした中で今年スタ

ートさせる事業計画含めてありますけども、この総合的な少子化対策推進の組織をつ

くる考え方について町長の政策、姿勢含めてお伺いしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 山内彬君の質問に対して理事者の答弁を求めます。 

 町長。 
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○町長（佐藤多一君） それでは少子化対策についてのご質問がございましたので、

お答えしたいと思います。 

津別町の 65 歳以上の人口は、平成 18 年の７月の 2,170 人をピークにいたしまして

今少しずつ減少してきております。今年の５月には 2,120 人ということでございまし

て、18年からこの間、わずかですけれども 50人ほど減少して、徐々に徐々に減少して

きている状況です。 

一方、高齢化率は上昇の一途をたどっているわけでございますけれども、これは決

して高齢者が増えているというわけではありませんで、64 歳以下の人口が減っている

ということによるものでありまして、まさしく少子高齢化の町という状況になってご

ざいます。 

少子高齢化につきましては、全国的な問題でもありますことから、国は人口減少に

歯止めをかけるための目標のあり方の議論を深化させまして、今年度中に新たな少子

化社会対策大綱の策定を目指しているところでございます。その際の議論として三つ

の原則が挙げられております。一つ目は個人の希望を尊重することでありまして、個

人の産む産まないを選択する自由を侵害するものではなくて、あくまでも希望する人

が結婚でき、希望する人が産むことができるようなものであることにしております。

二つ目には、国それから地方公共団体等の目標であることを明示することであるとい

うことで、個人に対するものではなく国、地方公共団体、あるいは企業等の取り組み

を通じて達成すべき目標であるというふうにしているところです。それから三つ目に

は、必要な財源の確保でありまして、必要な施策を精査、総動員した上で、そのため

の財源を確保する、この三つが議論を深めるための原則として国で行われているとこ

ろでございます。 

新しい子ども子育ての制度につきましては、来年度、平成 27年度からスタートいた

しますけれども、これに伴いまして全国の市町村は５年間の子ども子育て支援事業計

画を策定することになってございます。本町におきましても昨年津別町子ども・子育

て会議を発足いたしまして、現在、事業計画の検討を行っているところでございます。

したがいまして、この組織を中心にしながら今後さらに少子化対策となる必要な施策

を加えてまいりたいなというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 
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○議長（鹿中順一君） ７番、山内彬君。 

○７番（山内 彬君） 〔登壇〕 今町長のほうから総体的な考え方についてお答え

いただきましたけども、我が町の組織上ですけども、それぞれの分野で少子化対策含

めて今福祉サイドの施策について計画をつくったり、それぞれの事業の推進をやって

おりますけども、これからやはり庁舎内に横断的に一つの部局でやるのも結構なので

すけども町の将来を考えるのであれば、この少子化対策についてきちっとした組織を

つくるべきではないかなと思いますけど、その考え方について町長にお聞きをしたい

と思います。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） 議員がおっしゃられたことも今後重要になってくるかなとい

うふうに思っているところです。これまでの津別町の実施いたしております子育ての

支援策さまざまございます。子育て、あるいは保育の部分もそうでございますし、そ

れから健康医療に関するものもございます。それから教育の関係もございます。子育

て、保育の部分につきましては一時保育の実施だとか、それから今回のこども園の建

設だとか、新生児の誕生を祝っての支給品だとか、あるいはブックスタートの始まり

だとかさまざまございますし、また健康医療の部分では昨年ですけれども中学生まで

の医療費を完全無料化にいたしました。それから予防接種等も拡大して行っておりま

す。教育関係についても学習支援の関係を充実させているところでありますし、放課

後子ども教室、あるいは児童クラブ、これらも新たに設定したところであります。高

校の振興対策、それから給食の実施、そして海外研修だとかそういったこともさまざ

まこれらに行っているところですけれども、これはあくまでも津別に今住んでいる方

に対する対応ということで、そういうことをやっているから津別に住んでみようかと

いう人もいるかというふうに思いますけれども、やはりよそから定住者を連れて来る

というところの部分につきましては、佐藤議員さんとの答弁のやり取りもあったかと

いうふうに思いますけれども、ああいう形で津別の魅力をアップして、そして移住を

していただくと、その基盤整備の補助制度等々も住宅含めていろいろ考えているとこ

ろでございますし進めているところでありますので、さらに強化をしていきたいとい

うふうに思います。 
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そういった中で、もう少し対応、組織をつくるかどうかという部分につきましては、

今後期の計画をつくろうとしています、見直し、総合計画ですね。その中でこれから

議論が始まってまいりますので、そういう組織をつくったほうがやりやすいとかいう

ようなことも議論の中に出てくるかというふうに思いますので、それらも含めて検討

してまいりたいというふうに思います。 

○議長（鹿中順一君） ７番、山内彬君。 

○７番（山内 彬君） 〔登壇〕 町長、これまで政策を進める中でさまざまな計画

をつくっておりますけども、それはそれとして、やり方としては住民の意見を十分反

映させると、それはそれでやり方としてはいいですけども、私が申し上げているのは、

やはり、この計画を進める実行部隊の町の組織の中に、そういう非常に自治体が消滅

するかわからない、こういう危機を迎えている中で、そういうものを町の組織の中に

きちっとした対策本部、対策室を含めてつくるべきではないかと、そういうふうに申

し上げているのです。この点について認識をお伺いしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） 対策室を今すぐにつくろうということは考えておりませんけ

れども、先ほど言いましたようにさまざまな今計画づくりが行われていますし、既に

実行されている部分があります。それらを検証した上で総合的に、そういう例えばプ

ロジェクトチームだとかつくったほうが物事が進むというのではあれば、それはそれ

で検討してまいりたいなというふうに思っているところです。 

例えばついこの間ですけれども、今年の１月に旭川大学の准教授の栗田先生にお願

いをして津別町子ども・子育て支援事業計画に係るニーズ調査、いわゆるアンケート

調査の結果概要が出たところであります。これらを見ていてやっぱり思うところは、

必ずしもこちらが考えていることとお母さんたちが考えていることとは一緒になって

いない部分もあるなというふうに思ったりしているところもあります。例えばお子さ

んの地域の子育て支援事業の利用状況について伺いますということで、新たに利用し

たり利用日数を増やしたいとは思わないというところの人のほうが 67％を占めるとい

うような結果が出ていたりとか、やはり十分いろんないわゆるサービスの質だとか量、

これどういうふうに考えていくのかということで、これらもしっかり考えていかなく
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ちゃならない、今そういう素材が出てきたということで、そしてそれを議論する会議

が設けられているということであります。そういうところとも、これから議論が進む

と思います。それを実践に実際に移していくのには、もう少し横断的なものがほしい

ということがやっぱり現場の声として出てくる中で、検討を進めていきたいなという

ふうに考えております。 

○議長（鹿中順一君） ７番、山内彬君。 

○７番（山内 彬君） 〔登壇〕 今町長のお答えの中に、教育の分野で篠原議員か

らも質問があったわけなんですけども、特に今の若いお父さん、お母さんは共稼ぎが

ほとんど多いと、ということは子育てにそれなりのお金がかかるということから、児

童館を利用している児童の中で学校から真っすぐ児童館に行く子どもが数は結構多い

と思いますけども、真っすぐ行って、恐らく親が仕事を終わって迎えに行くというふ

うに思われますけども、果たして今何人ぐらい真っすぐ行く子どもというのはおられ

るのか、わかればお伺いしたいのと、一たん家に帰って児童館に行く子どももいるの

ではないかなと思いますが、それについて後の質問にもつながると思いますが、まず

数的なもの、もしわかればお答えをいただきたいなというふうに思います。 

○議長（鹿中順一君） 生涯学習課主幹。 

○生涯学習課主幹（藤原勝美君） 児童館の直接学校から向かう生徒さんの利用実績

について、昨年の実績でございますが、申し訳ありません、直接行っているか、一度

自宅に帰っているかがちょっと不確定でございますが、年間、昨年の実績でいきます

と延べ 2,200 名の利用がございまして、１日平均にいたしますと 7.5 名程度の利用が

あったという実績でございます。 

○議長（鹿中順一君） ７番、山内彬君。 

○７番（山内 彬君） 〔登壇〕 私がお伺いしたかったのは、多分登録制にしてい

るかどうかわかりませんけども、児童館に現在この児童クラブの部分について登録し

ている人と登録していない人多分いるのではないかなと思いますが、その数について

もしわかればお伺いしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 生涯学習課主幹。 

○生涯学習課主幹（藤原勝美君） 平成 25年の実績に基づきまして児童クラブの登録
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時の児童数につきましては、昨年は 34名でございます。利用状況につきましては、延

べで 5,090 日ということで、１日平均 17.5人ということで、先ほど児童クラブ以外の

生徒さんを含めて１日当たり 25名の児童館の利用があるということでございます。 

○議長（鹿中順一君） ７番、山内彬君。 

○７番（山内 彬君） 〔登壇〕 お聞きしたのは、いわゆる子育ての部分で、いわ

ゆる少子化対策とイコールになるのではないかということで、先ほど共稼ぎが多いと

いった中で、やはりこの環境をきちったしたものにしなければ第２子、第３子という

子どもをもうける環境にないのではないかというふうに思うことですから、今質問さ

せていただいたわけです。 

特に、児童館の篠原議員が質問しておりましたおやつの問題について、非常に教育

長が難しいという現状をお答えしていただきましたが、子どもにとっては非常にこの

問題については重要だというふうに思います。難しいことを何年も解決しないできて

いるわけですけども、なぜなのか、この詳細についてわかりませんけども、登録して

いる人が昨年時 34、登録していない人もいるという中で、この問題について直接関係

あるのかどうか細かいのですけどもお伺いをしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（伊藤 同君） おやつの問題ですが、これは何年か前から議論にな

っている問題なのですが、実は今お話もありましたとおり一つは放課後児童クラブと

いうのは登録されているお子さん方の集まりということになります。それから児童館

全体では登録されていないお子さんたちもここにまいります。放課後児童クラブだけ

の人数で登録されていることであれば、これは毎日大体来たりするようになりますか

ら、この中の話し合いでおやつを出しましょうという形で、例えばお金をもらったり

とか、そんな形で出すことが可能かと思います。ただ、児童館ということになります

と不定期でだれが来るかわからないということになります。ここのところにおやつを

出しましょうということになりますと、あとからいつ来るかわからない子たちからも

お金を集めるのですかという問題だとか、そういうことが発生をしてきまして、なか

なかおやつの問題、お金を集めてもらうということはなかなか難しいというのが現状

になっています。そのほかの活汲や本岐については、これはほとんどすべての子ども
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さんが放課後児童クラブに登録していただいてますから、ここについては私どもがお

金を集めておやつを買っているということではなくて、そこの保護者の方たちがお金

を出し合って、当番制なのですけれども、１月 500 円ぐらいのおやつ代を当番制で親

が買ってきて児童クラブに置いていくと、それを児童クラブの指導員が出していると、

こういうような状況になっています。 

ただ、津別のほうも先ほど篠原議員のほうからお話があったように、児童館がまる

っきりおやつを出していないかというと出しているのです。というのは、やっぱり子

どもさんにとって空腹の時間が長いというのは非常に成長上も良くないということも

ありますので、一つは児童館のそばに野菜なんかをつくっていますから、それが収穫

されたときに食育も兼ねて、野菜もつくりますし、それを収穫をしてそれを一つはお

やつに充てていると、なるべく季節ごとの今の時期、これからですとイチゴであるだ

とか、このあとミニトマトであるだとか、そういうものが順番になるような形を考え

ながらやったりしながらやっています。それから 10 月に児童館フェスタというのをや

るのですけれども、そのときにジュースであるだとかパンだとか、そういうもののバ

ザーをやるのですが、そこでの利益を少しいただくということで事前にそういうお知

らせはするのですけども、それは子どもたちのおやつ代に充てさせていただきますと

いうことでやるのですけども、そういうものでもお金を少し浮かせておやつ代にした

り、それから今廃品回収を父母の方とも話して廃品回収で持って来てもらうのですけ

ども、新聞だとかアルミ缶だとかを持って来てもらって、それを換金したものをおや

つを買って与えると。こういうような形で全くやっていないわけじゃないです、やっ

ています。やってはいるのですが、均一にお金を集めてやるだとか、それから毎日ず

っと提供できるだとか、そういう状況ではないということですのでご了解いただきた

いというふうに思います。 

○議長（鹿中順一君） ７番、山内彬君。 

○７番（山内 彬君） 〔登壇〕 町長ね、これなぜ細かいことを聞いたかというと、

先ほどお答えの中で今年度子ども・子育て会議を発足させて事業計画をつくるという

ようにお答えになっているのです。町長、ここまで細かいことは知っているか知らな

いかわかりませんけども、私が申し上げているのは、所管、所管でこういう悩みとか
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いろんなものを抱えていることを町全体で対策をどういうふうにしたらいいか、横断

的にやる組織をつくるべきではないかということでございます。 

 町長、子どもが成人になるまで一人どれぐらい費用がかかるかご存知なのかどうか

まず聞きたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） どこかで聞いたことがありますけど、今すぐにはお答えでき

ません。 

○議長（鹿中順一君） 山内議員。 

○７番（山内 彬君） 〔登壇〕 多分、そういう対策だとか、そういう検討してい

ないから多分わからないのだと思います。約 2,000万というふうに言われております。

ということは、子育てに現在お金がかかるということは町長も認識していると思いま

すけども、やはりこの子育て環境の支援策を今後新たに考えなければ、これまでのや

り方では恐らくこの問題についても難しいのではないかということで、この点につい

てもし今段階で考えがあればお伺いをしたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） 子育てにお金がかかるのは、私も子どもがおりますので十分

承知しております。 

今既に子ども・子育て会議が昨年でき上がっています。そしてアンケート調査も終

了しています。そのアンケート調査を基に、どのようなサービスの量を提供していけ

ばいいのかというのが今議論されているところであります。そして、それが来年度の

４月からスタートできるような、今まさに議論中という状況にあります。ですから、

それをしっかり委員の皆さんが、町の人たちがたくさん入っておりますので、そうい

う中でそのアンケートも基にして議論がされておりますので、それを基にして、そし

て当然そこにこれは教育委員会だけの話ではありませんので、福祉関係だとかさまざ

ま入っておりますので、そこで議論をしっかりしていただいて一つの方向を出してい

ただければなというふうに思っています。 

議員も恐らく先ほど私が言いましたニーズ調査の結果概要は読んでいるというふう

に思いますけれども、非常にいろんなのがありますけれども、子育てを地域全体で支
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えるという意識を感じますかということで、非常にこれは少ないのですよね。これは

問いそのものが津別町で子育てを行っている中で満足度についてお尋ねしますという

表題なのですけれども、１から５、５になれば満足度が高いということになるのです

けれども、保護者の視点で見た部分と子どもの視点で見た部分とに分けて書かれてい

ます。子育てを地域全体で支えるという意識を感じますかというのには１の満足度が

一番低いところに約 24％ぐらいの人がいて、２のところに 28％ぐらいいて、３のとこ

ろに 28％ぐらいいると、ほとんど１から３のところにはまっているわけです。こうい

うのと個別の意見がいろいろたくさん出ています。それらを見ていくと、またいろん

なものが出ています。要は、津別町はうわさが多い、津別にいる方々皆さん冷た過ぎ、

津別は住みやすい町ではありません、正直、というようなことも載っております。こ

ういったことも出ていますし、それからさまざまな施設要望何かも出ています。意外

に見ていますと、よそからお嫁さんになって来た方、そういう方のご意見があったり、

どこかと比較をしてこういうことが書かれているのだというふうに思いますけれども、

具体的にここの保育園を見習ったらいいとか、そういうことも書かれたりしておりま

すので、こういったことをしっかり検討していくべきだなというふうに思っています。 

それと、その満足度の中で意外だったのは子育て支援サービスの認識度、これが非

常に低いというのもわかりました。例えば子育て支援センターって知っていますかと

いう問いには 66 人の方が答えていますけども、知らないという人が 25 人もいるとい

うことですよね。それから子育て短期支援制度って知っていますかというと、66 人の

方で 57人が知らないというふうに言っています。それから一時預かりはさすがに知っ

ているという人が 59 人いましたけれども、知らない人もやっぱり 17 人ぐらいいると

いうことです。それから休日保育は知っている人と知らない人とがほぼ半数ずつとい

うことですし、病児・病後保育についてもこれも知らないという人のほうが知ってい

る人よりも多いという状況になっています。 

ですから、こういうことで、このアンケートの中で実情がよくわかってきたという

ことでありますので、それに対してどういう対策をとっていくべきかということがま

さしく議論されているところですので、それをしっかり計画の答申がされるというふ

うに思いますので、それを見て必要な措置をとっていきたいなというふうに思います。 



 ― ７４ ―

○議長（鹿中順一君） ７番、山内彬君。 

○７番（山内 彬君） 〔登壇〕 津別町の次世代育成支援対策推進行動計画書とい

うのが町長も知っているとおり 17 年に策定されて、これは 10 年計画ですけども今年

度で終了すると。この中にいろいろ書かれて今年までこの計画書は生きているのです

けども、今回先ほどのお答えで昨年から津別町子ども・子育て会議を発足させて、こ

の事業結果や何かを検討しているのですけども、この行動計画書は 26年まで生きてい

るのですけども、検証しながら今回新たに策定をするものがどういう計画書なのかわ

かりませんけども、それあたりについてお聞きをしたいというふうに思います。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） 議員が出された計画書、それに代わって今度子ども・子育て

支援事業計画が出てくるという認識でして、私の記憶では５年ごとに実行されたこと

が報告、委員会の中でもされているというふうに思います。それがまた最後の年にま

た出てくるというふうな認識を考えております。 

○議長（鹿中順一君） ７番、山内彬君。 

○７番（山内 彬君） 〔登壇〕 最後になりますけども、いわゆるこの少子化問題

というのは津別町の人口問題に直接かかわる問題でございます。少子化対策の政策を

きちっとやることについて若い人口層が増えて、津別町もある程度人口減に歯止めが

かかるということになるのではないかと思いますので、ぜひとも町民のいろいろの参

加の中で計画をつくるのはいいのですけども、それを今度受けて何回も申し上げてい

るとおり、できれば町にそういう町民にアピールできるような組織をつくって、町民

に協力を求めることが大事ではないかと、そのように思いますので、ぜひとも検討し

ていただきたいというふうに申し上げて終わりたいと思います。 

○議長（鹿中順一君） 町長。 

○町長（佐藤多一君） 計画が今つくられている部分と、既に計画がつくられている

部分がありまして、それが今実行にそれぞれ移されているところです。必要に応じて

そういう組織が必要となった場合は、そういうふうに考えて、さらに実行力が上がる

というふうに判断したときには、そのようなことも検討させていただきたいというふ

うに思います。 
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○議長（鹿中順一君） これで一般質問を終わります。 

 

    ◎延会の議決 

○議長（鹿中順一君） お諮りします。 

 本日の会議はこれで延会したいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（鹿中順一君） 異議なしと認めます。 

したがって、本日はこれで延会することに決定しました。 

     

◎延会の宣告 

○議長（鹿中順一君） 本日はこれで延会いたします。 

明日は午前 10時再開いたします。 

 ご苦労さまでした。 

（午後３時 35分） 
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